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Ⅰ㸬調査の概要 

 
㸯㸬調査の㊃旨 

ᮏㄪᰝは、国❧㟷少年ᩍ⫱᪋タでⓎ⏕した傷⑓や事ᨾの≧ἣをᢕᥱし、その傾向やせ因を᳨ドする

ことで、᪋タの安全⟶⌮のᨵ善や安全対⟇の充実に㈨する基♏㈨ᩱを得ることを┠ⓗとしている。 

 

㸰㸬調査対㇟とした傷病の条件 

  ◊修ᮇ㛫中にⓎ⏕した傷⑓もしくはά動➼によって᪤往⑕が悪化した傷⑓のうち、以下のいずれか

の≧ἣにヱ当する傷⑓ 
・保健室や事務室で対応した傷⑓ 
・⑓㝔を受デした傷⑓㸦事務室を㏻さず、団体が┤᥋⑓㝔にᦙ㏦した傷⑓も含む㸧 
・ά動⌧場➼で᪋タ⫋員がᡭ当てした傷⑓ 

 
㸱㸬調査期㛫 

平成 31年 4᭶ 1᪥㸦᭶㸧㹼令和 2年 3᭶ 31᪥㸦ⅆ㸧 
 
㸲㸬調査対㇟とした施設 

  国❧㟷少年ᩍ⫱᣺⯆ᶵᵓが᭷する᪋タ 27᪋タ㸦国❧オリンピックグ念㟷少年⥲合センターを㝖く㸧 

 

㸳㸬調査実施体制 

  国❧㟷少年ᩍ⫱᣺⯆ᶵᵓᩍ⫱事ᴗ㒊企⏬ㄢ㸦ㄪᰝ・ᬑ及㸧、㟷少年ᩍ⫱◊✲センター㸦㞟ィ・分ᯒ㸧 

   

㸴㸬調査内容 

㸦㸯㸧傷⑓⪅の情報㸦Ặ名、性別、年㱋㸧 
㸦㸰㸧傷⑓がⓎ⏕した≧ἣ㸦᪥᫬、利⏝⪅ᩘ、天候、ά動場ᡤ、ά動内容、処⨨・㟼㣴後➼㸧 
㸦㸱㸧けが㸦⑕≧、㒊位、⛬度、けがをした᫬の≧ἣ㸧又は⑓Ẽ㸦⑕≧、᫬ᮇ㸧 
㸦㸲㸧傷⑓のⓎ⏕せ因㸦ᮏ人、ᣦ導・引⋡⪅、⿦備➼、⎔境㸧 
 

㸵㸬本書を読むに当たって 

・」ᩘの傷⑓が㔜」してⓎ⏕した場合、᭱も当てはまる⑕≧を一つ㑅んで回⟅しているため、副ḟⓗ

にⓎ⏕した傷⑓は件ᩘに含まれていない。 

  例㸸⮬㌿㌴で㌿倒し、ᡭ㤳を㦵ᢡ、㊊を᧿りむいた場合 → 㦵ᢡ㸦ᡭ㤳㸧として㞟ィ 

・㔜」回⟅や↓回⟅によって回⟅が分からなかったものは「不᫂」として㞟ィしている。 

・図⾲に♧している回⟅ẚ⋡㸦%㸧は小ᩘⅬ以下➨ 2 位を四ᤞ五入しているため、その和が 100.0%と

一⮴しない場合がある。 
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Ⅱ．調査結果の概要 

 

 
 

（１）施設で発生した傷病の概況 

・令和元年度の国立青少年教育施設（27 施設）の利用者数は約 277 万人で、そのうち、傷病の

発生件数は 3260 件（負傷 1013 件、疾病 2247 件）で、前年度（3469 件）に比べ、209 件

（負傷 128 件、疾病 81 件）減少した。[p5・表 1-1] 
・傷病者の年齢期ごとに傷病の発生件数をみたところ、負傷、疾病ともに「小学生」（負傷 370
件、疾病 831 件）が最も多く、傷病の発生件数のおおよそ 3 割半を占めていた。[p5・表 1-2]  

・月ごとに傷病の発生件数をみたところ、負傷は「7 月」（162 件）、疾病は「8 月」（415 件）が

多く、施設で発生した傷病の 8 割弱は 4〜9 月（春・夏）に起きていた。[p6・表 1-3]  
・時間ごとに傷病の発生件数をみたところ、負傷の発生は午前午後ともに活動の後半の時間帯で多

くなる傾向がみられ、疾病の発生は朝や午前中の時間帯に多くなる傾向がみられた。[p7・表 1-5]  
 
（２）負傷の概況 

・負傷で多かった症状は「打撲」（163 件）で、次いで「虫さされ」（160 件）、「ねんざ」（143
件）であった［p11・表 2-1-1］。症状ごとに負傷した部位と負傷の要因をみると、それぞれ多

かった部位や要因は表１-1 のとおりであった［p13・表 2-2-1、p14・表 2-2-3］。 
 

表 1-1. 負傷の症状別にみた負傷した部位と負傷の要因（上位３項目） 

症  状 部  位 要  因 

1.「打撲」 
（163 件） 

1.「頭」（40 件） 
2.「顔」（19 件） 
3.「手・指」（18 件） 

1.「不注意（本人）」（88 件） 
2.「不慣れ（本人）」（41 件） 
3.「失敗（本人）」（40 件） 

2.「虫さされ」 
（160 件） 

1.「下腿」（31 件） 
2.「足首」（28 件） 
3.「手・指」（23 件） 

1.「虫・動物（環境）」（136 件） 
2.「不適切な服装（装備）」（36 件） 
3.「不注意（本人）」（22 件） 

3.「ねんざ」 
（143 件） 

1.「足首」（114 件） 
2.「手首」（11 件） 
3.「足・指」（4 件）、「手・指」（4 件） 

1.「不注意（本人）」（63 件） 
2.「不慣れ（本人）」（49 件） 
3.「失敗（本人）」（36 件） 

 

・負傷の発生件数が多かった活動は「スポーツ活動（野球、サッカー、テニス等）」（126 件）

で、次いで「野外炊事」（123 件）、「登山・ハイキング」（93 件）であった。［p8・表 1-6］ 
・活動内容ごとに発生した負傷の症状をみたところ、スポーツ活動（野球、サッカー、テニス

等）では「打撲」（27 件）、「ねんざ」（25 件）、「すり傷」（16 件）、野外炊事では「やけど」

（47 件）、「きり傷」（28 件）、「虫さされ」（22 件）、登山・ハイキングでは「ねんざ」（33
件）「虫さされ」（25 件）、「すり傷」（7 件）による負傷が多くなっている。［p18・表 2-3-4］ 

 
（３）疾病の概況 

・疾病で多かった症状は「発熱」（704 件）で、次いで「頭痛」（319 件）、「腹痛」（229 件）で

あった。［p26・表 3-1-1］ 
・症状ごとに発症した要因をみると、発熱では「疲労（本人）」（425 件）、「気温（環境）」（128
件）、「不安・心配・緊張（本人）」（98 件）、頭痛では「疲労（本人）」（188 件）、「気温（環

境）」（74 件）、「寝不足（本人）」（65 件）、腹痛では「疲労（本人）」（118 件）、「不安・心配・

緊張（本人）」（68 件）、「不慣れ（本人）」（25 件）が多くなっていた。［p27・表 3-2-1］ 

１．調査結果のポイント 



3 
 

（４）負傷の発生件数・割合の推移（前回調査との比較） 
  ・症状別にみると（表 1-2）、「打撲」「虫さされ」「ねんざ」の上位３項目の順位は前回調査と変

わらず、総数に占める割合も大きな変化はみられなかった。 

  ・活動内容別にみると（表 1-3）、「スポーツ活動」による負傷の発生件数はおおよそ半減（104

件減少・前年比 54.8％）し、総数に占める割合も約 8 ポイント減少した。 

  ・活動場所別にみると（表 1-4）、「屋外運動コース」「グランド・広場・コート等」「体育館・プ

レイホール・講堂」の上位３項目は前回調査と変わらないものの、負傷の発生件数は「グラン

ド・広場・コート等」が 32 件減、「体育館・プレイホール・講堂」が 37件減となっていた。 
 
 

表 1-2. 症状別負傷発生件数・割合の推移（上位 10 項目） 

 
 

表 1-3. 活動内容別負傷発生件数・割合の推移（上位 10 項目） 

 
 
表 1-4. 活動場所別負傷発生件数・割合の推移（上位 10 項目） 

 
 

平成30年度（前回調査） 令和元年度（今回調査）

順位 症状 件 ％ 順位 症状 件 ％

1 打撲 202 17.7 1 打撲 163 16.1
2 虫さされ 182 16.0 2 虫さされ 160 15.8
3 ねんざ 171 15.0 3 ねんざ 143 14.1
4 きり傷 136 11.9 4 すり傷 106 10.5
5 すり傷 83 7.3 5 きり傷 103 10.2
6 やけど 82 7.2 6 やけど 79 7.8
7 骨折 53 4.6 7 骨折 50 4.9
8 突き指 36 3.2 8 突き指 44 4.3
9 鼻血 33 2.9 9 鼻血 32 3.2
10 さし傷 24 2.1 10 眼のけが 13 1.3

平成30年度（前回調査） 令和元年度（今回調査）

順位 活動 件 ％ 順位 活動 件 ％

1 スポーツ活動（野球、サッカー、テニス等） 230 20.2 1 スポーツ活動（野球、サッカー、テニス等） 126 12.4
2 野外炊事 122 10.7 2 野外炊事 123 12.1
3 自由時間 107 9.4 3 登山・ハイキング 93 9.2
4 登山・ハイキング 91 8.0 4 自由時間 88 8.7
5 研修・学習活動 83 7.3 5 オリエンテーリング・ウォークラリー 75 7.4
6 オリエンテーリング・ウォークラリー 76 6.7 6 研修・学習活動 66 6.5
7 移動中 59 5.2 7 移動中 60 5.9
8 就寝時間（起床時も含む） 38 3.3 8 ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞｹﾞｰﾑ 43 4.2
9 ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞｹﾞｰﾑ 30 2.6 9 就寝時間（起床時も含む） 35 3.5
10 沢登り・川遊び 28 2.5 10 ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ・ｷｬﾝﾄﾞﾙｾﾚﾓﾆｰ 29 2.9

平成30年度（前回調査） 令和元年度（今回調査）

順位 場所 件 ％ 順位 場所 件 ％

1 屋外運動コース（登山、OL、ｻｲｸﾘﾝｸﾞ等） 217 19.0 1 屋外運動コース（登山、OL、ｻｲｸﾘﾝｸﾞ等） 201 19.8
2 体育館・プレイホール・講堂 183 16.0 2 グラウンド・広場・コート等 149 14.7
3 グラウンド・広場・コート等 181 15.9 3 体育館・プレイホール・講堂 146 14.4
4 野外炊事場 119 10.4 4 野外炊事場 123 12.1
5 宿泊室 106 9.3 5 宿泊室 95 9.4
6 研修室・オリエンテーション室 71 6.2 6 通路・階段 54 5.3
7 通路・階段 65 5.7 7 研修室・オリエンテーション室 47 4.6
8 敷地外の活動場所（バス等の移動も含む） 53 4.6 8 敷地外の活動場所（バス等の移動も含む） 42 4.1
9 浴室 17 1.5 9 浴室 26 2.6
10 食堂 14 1.2 10 海洋施設 21 2.1
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（１）負傷の特徴と安全対策 
 

＜負傷の特徴＞ 
〇負傷の多かった活動は「スポーツ活動（野球、サッカー、テニス等）」「野外炊事」「登山・ハ

イキング」で、「スポーツ活動（野球、サッカー、テニス等）」では打撲、ねんざ、すり傷によ

る負傷が多く、「野外炊事」ではやけど、きり傷、虫さされ、「登山・ハイキング」ではねん

ざ、虫さされ、すり傷による負傷が多くなっている。 
〇負傷した時の状況をみると、スポーツ活動（野球、サッカー、テニス等）では「アスレチック

で綱を握れず、右肩から転落。右手首をついて打撲」「二人三脚リレーでペアリングメンバー

との足が合わず転倒。紐をつないでいた左側の足首をねんざ」、野外炊事では「カレー作りで

鍋の油が顔にはね、やけど」「指導とは異なる方法でナタを使用して切った」、登山・ハイキン

グは「石の上に乗ってしまい、足首をねんざ」「バッタを追いかけていてハチの巣に接触して

しまい、ハチに刺される」といった状況で負傷している。 
〇負傷した時間をみると、午前・午後ともに活動の後半の時間帯（午前の活動：11 時台、午後

の活動：16 時台）に負傷の発生が多くなる傾向がみられる。 
 

 ＜今後の安全対策＞ 
〇負傷の要因の 6 割弱を本人の要因（不注意、不慣れ、失敗等）が占めていることから、指導者

（利用団体の引率者、施設職員等）は、入所時や活動前の安全指導（施設ではどのような事故

やけがが起きやすいのか、それらはどうすれば防げるのかをイメージしやすいように、具体例

を交えて分かりやすく説明する）を徹底し、利用者の安全意識（自分の身は自分で守る、他の

人の安全にも気を配る等）の向上に努めるようにする。 
〇指導者は、活動前だけでなく、活動中も事故やけがの予兆を見逃さないよう危険の発見、把握

に努め、状況に応じて適切な安全指導や安全対策を行うようにする。特に、活動の後半は慣れ

や疲れ等で気が緩みやすくなるため、参加者に適宜声をかけたり、休憩をとるようにする。 
〇施設は、事前打ち合わせの際に、施設で起きやすい事故やけがとその安全対策をきちんと説明

し、利用団体の指導者・引率者が適切な安全管理や安全指導を行えるように支援する。 
 

（２）疾病の特徴と安全対策 
 

＜疾病の特徴＞ 
〇発症した疾病の症状をみると、発熱、頭痛、腹痛、嘔吐、吐き気が上位を占めており、いずれ

の症状も「疲労」が主な要因として挙げられている。 
〇疾病の申し出があった時間をみると、起床・朝食や午前の活動の時間帯（7〜10 時台）に多く

なる傾向がみられる。 
〇疾病が発症した時期をみると、半数近くが急に体調を崩しているが、3 割弱は朝から、1 割強は

前日からと答えており、疾病を申し出た者の約 4 割は事前に体調不良を感じている。 
〇疾病が発症した後の対応をみると、疾病を申し出た者の約 3 割は帰宅している。 

 

＜今後の安全対策＞ 
〇指導者は、施設での生活は体調を崩しやすい環境にあることを理解し、計画段階では、利用者

の年齢や体力に合わせた無理のない活動計画を立てるようにするとともに、利用期間中は、定

期的に健康チェックを行い、疲れている様子がみられる利用者には適宜休憩を取らせ、体調を

崩さないように配慮するなど、利用者の疲れ具合や体調に合わせた柔軟なプログラム運営を心

がけるようにする。 

２．傷病の特徴と今後の安全対策 
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Ⅲ．調査結果 

 
 

 
 

（１）施設で発生した傷病の件数 

令和元年度の国❧㟷少年教⫱施タ㸦以下、「施タ」という。㸧の利⏝⪅数は⣙ 277 万人㸦国❧オリ

ンピックグ念㟷少年センターを㝖く㸧であった。 
施タでⓎ⏕した傷⑓の件数㸦⾲ 1−1㸧は 3260 件㸦⏨性 1617 件、女性 1643 件㸧で、そのうち、

◊修支援※㸯が 3152 件㸦⏨性 1562 件、女性 1590 件㸧、教⫱事ᴗ※㸰が 108 件㸦⏨性 55 件、女性 53
件㸧であった。傷⑓の件数の内ヂをみると、㈇傷が 1013 件㸦⏨性 572 件、女性 441 件㸧、⑌⑓が

2247 件㸦⏨性 1045 件、女性 1202 件㸧となっており、前年度㸦㈇傷 1141 件、⑌⑓ 2328 件㸧にẚ

べ、㈇傷が 128 件、⑌⑓が 81 件ῶ少した。 
   

表 1-1．負傷・疾病別・事業種別傷病の発生件数                            㸦件㸧 

事ᴗ別 
㈇  傷 ⑌  ⑓ ィ 

全体 ⏨性 女性 全体 ⏨性 女性 全体 ⏨性 女性 
◊修支援 951 541 410 2201 1021 1180 3152 1562 1590 
教⫱事ᴗ 62 31 31 46 24 22 108 55 53 
不  明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ィ 1013 572 441 2247 1045 1202 3260 1617 1643 
 
※㸯 ◊修支援㸸学ᰯや㟷少年団体、㟷少年教⫱㛵係⪅➼の◊修┠ⓗ㐩成に向けて、広く学⩦の場やᶵ会を提供し、 

より効ᯝⓗなプログラムの提᱌や教⫱ⓗ指導、助ゝ➼を⾜うこと。 

※㸰 教⫱事ᴗ㸸㟷少年のㄢ㢟や国の政⟇ㄢ㢟に対応しつつ、❧地᮲件及び地域≉性やニーズに対応した、㟷少年

の体㦂ά動事ᴗや㟷少年教⫱指導⪅➼の㣴成◊修事ᴗを⾜うこと。 

 

 

（２）年齢期別にみた傷病の発生件数・割合 

   傷⑓⪅の年㱋ᮇごとに傷⑓のⓎ⏕件数をみたところ㸦⾲ 1−2㸧、㈇傷、⑌⑓ともに「小学⏕」㸦㈇

傷 370 件、⑌⑓ 831 件㸧が᭱も多く、傷⑓のⓎ⏕件数のおおよそ 3 割半を占めている。 
 

表 1-2．年齢期別傷病発生件数・割合 

 
 

件 件 件 䠂

幼児 30 3.0 58 2.6 88 2.7
小学生 370 36.5 831 37.0 1201 36.8
中学生 258 25.5 572 25.5 830 25.5
高校生 147 14.5 435 19.4 582 17.9
大学生等 124 12.2 232 10.3 356 10.9
社会人 80 7.9 108 4.8 188 5.8
その他 4 0.4 11 0.5 15 0.5
不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計 1013 100.0 2247 100.0 3260 100.1

年齢期
負傷 疾病 計

䠂 䠂

１．施設で発生した傷病の概況 
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（㸱）月別にみた傷病の発生件数・割合 

   ᭶ごとに傷⑓のⓎ⏕件数をみたところ㸦⾲ 1−3㸧、㈇傷では「7 ᭶」㸦162 件㸧が᭱も多く、ḟい

で「5 ᭶」㸦159 件㸧、「8 ᭶」㸦152 件㸧となっており、施タでⓎ⏕した㈇傷の 8 割弱は 4〜9 ᭶㸦春・

夏㸧に㉳きている≧ἣであった。一方、⑌⑓は「8 ᭶」㸦415 件㸧が᭱も多く、ḟいで「7 ᭶」㸦325
件㸧、「4 ᭶」㸦317 件㸧となっており、⑌⑓についても 8 割弱が 4〜9 ᭶㸦春・夏㸧に㉳きている≧

ἣであった。 
 

表 1-3．月別傷病発生件数・割合 

 
 

 

（㸲）利用期間別にみた傷病の発生件数・割合 

利⏝ᮇ㛫ごとに傷⑓のⓎ⏕件数をみたところ㸦⾲ 1-4-1㸧、㈇傷、⑌⑓ともに「2 Ἡ 3 日」㸦㈇傷

449 件、⑌⑓ 947 件㸧が᭱も多く、ḟいで「1 Ἡ 2 日」㸦㈇傷 383 件、⑌⑓ 835 件㸧、「3 Ἡ 4 日」

㸦㈇傷 78 件、⑌⑓ 291 件㸧となっている。 
Ἡ数別に傷⑓のⓎ⏕日をみたところ㸦⾲ 1-4-2、⾲ 1-4-3㸧、㈇傷・⑌⑓ともに、1 Ἡ 2 日では

「1 日┠」㸦㈇傷 249 件、⑌⑓ 452 件㸧、2 Ἡ 3 日では「2 日┠」㸦㈇傷 276 件、⑌⑓ 472 件㸧、3
Ἡ 4 日では「3 日┠」㸦㈇傷 28 件、⑌⑓ 110 件㸧に傷⑓のⓎ⏕が多くなっている。 

 

表 1-4-1．利用期間別傷病発生件数・割合 

 

件 件 件 䠂

4月 104 10.3 317 14.1 421 12.9
5月 159 15.7 302 13.4 461 14.1
6月 138 13.6 248 11.0 386 11.8
7月 162 16.0 325 14.5 487 14.9
8月 152 15.0 415 18.5 567 17.4
9月 91 9.0 178 7.9 269 8.3

10月 58 5.7 88 3.9 146 4.5
11月 39 3.8 66 2.9 105 3.2
12月 24 2.4 88 3.9 112 3.4
1月 45 4.4 132 5.9 177 5.4
2月 41 4.0 87 3.9 128 3.9
3月 0 0.0 1 0.0 1 0.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0
1013 100.0 2247 100.0 3260 100.0

月
負傷 疾病 計

䠂 䠂

春

䞉

夏

秋

䞉

冬

不明

計

件 件 件 䠂

28 2.8 33 1.5 61 1.9
1Ἡ2日 383 37.8 835 37.2 1218 37.4
2Ἡ3日 449 44.3 947 42.1 1396 42.8
3Ἡ4日 78 7.7 291 13.0 369 11.3
4Ἡ5日 38 3.8 83 3.7 121 3.7
5Ἡ6日 15 1.5 21 0.9 36 1.1
6Ἡ7日 5 0.5 19 0.8 24 0.7
7Ἡ8日以上 17 1.7 18 0.8 35 1.1

1013 100.0 2247 100.0 3260 100.0

日帰り

宿

泊

計

利用期間
負傷 疾病 計

䠂 䠂
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表 1-4-2．泊数別・発生日別負傷発生件数・割合 

   
 

表 1-4-3．泊数別・発生日別疾病発生件数・割合 

   
 

（㸳）時間別にみた傷病の発生件数・割合 

時㛫ごとに傷⑓のⓎ⏕件数をみたところ㸦⾲ 1-5㸧、㈇傷では「16 時」㸦123 件㸧が᭱も多く、

ḟいで「11 時」㸦116 件㸧、「15 時」㸦114 件㸧となっており、午前・午後ともにά動の後半の時㛫

帯で㈇傷のⓎ⏕が多くなる傾向がみられた。一方、⑌⑓では、「9 時」㸦200 件㸧が᭱も多く、ḟい

で「8 時」㸦197 件㸧、「10 時」㸦177 件㸧となっており、⑌⑓の⏦し出はᮅや午前中の時㛫帯に多

くなる傾向がみられた。 
 

表 1-5．時間別傷病発生件数・割合 

 

件 件 件 件

1日┠ 249 65.0 127 28.3 19 24.4 5 13.2
2日┠ 134 35.0 276 61.5 27 34.6 9 23.7
3日┠ 46 10.2 28 35.9 15 39.5
4日┠ 4 5.1 6 15.8
5日┠ 3 7.9
計 383 100.0 449 100.0 78 100.0 38 100.0

発生日
1Ἡ2日 2Ἡ3日 3Ἡ4日 4Ἡ5日

䠂䠂 䠂 䠂

件 件 件 件

1日┠ 452 54.1 284 30.0 49 16.8 10 12.0
2日┠ 383 45.9 472 49.8 99 34.0 19 22.9
3日┠ 191 20.2 110 37.8 16 19.3
4日┠ 33 11.3 26 31.3
5日┠ 12 14.5
ィ 835 100.0 947 100.0 291 100.0 83 100.0

Ⓨ⏕日
1Ἡ2日

㸣 㸣 㸣 㸣

2Ἡ3日 3Ἡ4日 4Ἡ5日

件 件 件 䠂

6時 11 1.1 82 3.6 93 2.9
7時 25 2.5 169 7.5 194 6.0
8時 13 1.3 197 8.8 210 6.4
9時 23 2.3 200 8.9 223 6.8

10時 91 9.0 177 7.9 268 8.2
11時 116 11.5 161 7.2 277 8.5

昼食 12時 67 6.6 134 6.0 201 6.2
13時 65 6.4 162 7.2 227 7.0
14時 100 9.9 158 7.0 258 7.9
15時 114 11.3 124 5.5 238 7.3
16時 123 12.1 129 5.7 252 7.7
17時 62 6.1 111 4.9 173 5.3
18時 51 5.0 103 4.6 154 4.7
19時 49 4.8 91 4.0 140 4.3
20時 45 4.4 81 3.6 126 3.9
21時 33 3.3 66 2.9 99 3.0
22時 14 1.4 42 1.9 56 1.7

就寝 23～5時 11 1.1 58 2.6 69 2.1
0 0.0 2 0.1 2 0.1

1013 100.0 2247 100.0 3260 100.0
※上記䠄左䠅の時間帯は施設の標準的な生活時間帯を示している。

活動

䠄午前䠅

負傷

活動

䠄午後䠅

時間
疾病 計

䠂 䠂

起床䞉

朝食等

夕食䞉

入浴等

不明

活動

䠄夜䠅

計
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（㸴）活動内容別にみた傷病の発生件数・割合 

ά動内容ごとに傷⑓のⓎ⏕件数をみたところ㸦⾲ 1-6㸧、㈇傷では「スポーツά動㸦㔝⌫、サッ

カー、テニス➼㸧」㸦126 件㸧が᭱も多く、ḟいで「㔝外⅕事」㸦123 件㸧、「Ⓩ山・ハイキング」

㸦93 件㸧となっている。一方、⑌⑓は「◊修・学⩦ά動」㸦457 件㸧が᭱も多く、ḟいで「⮬⏤時

㛫」㸦275 件㸧「就寝時㛫㸦㉳床時㛫も含む㸧」㸦243 件㸧、となっている。 
 

表 1-6．活動内容別傷病発生件数・割合 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

件 件 件 䠂

Ⓩ山・ハイキング 93 9.2 91 4.0 184 5.6
オリエンテーリング・ウォークラリー 75 7.4 118 5.3 193 5.9
クロスカントリー 2 0.2 5 0.2 7 0.2
サイクリング・マウンテンバイク 7 0.7 4 0.2 11 0.3
アドベンチャープログラム・イニシアティブゲーム 43 4.2 27 1.2 70 2.1
クライミング・ボルダリング 3 0.3 3 0.1 6 0.2
スポーツά動㸦㔝⌫、サッカー、テニス➼㸧 126 12.4 240 10.7 366 11.2
カッター・カヌー・ボート・ヨット 21 2.1 47 2.1 68 2.1
シュノーケリング・スキンダイビング 3 0.3 3 0.1 6 0.2
ᾏỈᾎ・☾㐟び・㔮り 7 0.7 13 0.6 20 0.6
ἑⓏり・川㐟び 21 2.1 13 0.6 34 1.0
スキー・スノーボード 26 2.6 25 1.1 51 1.6
クロスカントリースキー 3 0.3 3 0.1 6 0.2
㞷上ά動㸦㞷㐟び、スノーシュー➼㸧 17 1.7 12 0.5 29 0.9
㔝外⅕事 123 12.1 114 5.1 237 7.3
キャンプ㸦テントタ営➼㸧 2 0.2 6 0.3 8 0.2
キャンプファイヤー・キャンドルセレモニー 29 2.9 43 1.9 72 2.2
創作ά動㸦クラフト➼㸧 28 2.8 29 1.3 57 1.7
⮬↛ほ察 18 1.8 14 0.6 32 1.0
◊修・学⩦ά動 66 6.5 457 20.3 523 16.0
奉仕ά動 1 0.1 3 0.1 4 0.1
⮬⏤時㛫 88 8.7 275 12.2 363 11.1
つどい㸦ᮅ・夕㸧 13 1.3 75 3.3 88 2.7
Ύ掃 6 0.6 32 1.4 38 1.2
㣗事 16 1.6 166 7.4 182 5.6
入ᾎ 27 2.7 8 0.4 35 1.1
就寝時㛫㸦㉳床時も含む㸧 35 3.5 243 10.8 278 8.5
⛣動中 60 5.9 66 2.9 126 3.9
入所前 7 0.7 27 1.2 34 1.0
その他 47 4.6 85 3.8 132 4.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0
1013 100.0 2247 100.0 3260 100.0

陸

上

活

動

雪

上

活

動

野

外

生

活

䠂

水

辺

活

動

活動
負傷 疾病 計

䠂

研

修

そ

の

他

不明

計

生

活
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（７）場所別にみた傷病の発生件数・割合 

場所ごとに傷病の発生件数をみたところ（表 1-7）、負傷では「屋外運動コース（登山、OL、サ
イクリング等）」（201件）が最も多く、次いで「グラウンド・広場・コート等」（149件）、「体育
館・プレイホール・講堂」（146件）となっている。一方、疾病では、「宿泊室」（542件）が最も
多く、次いで「体育館・プレイホール・講堂」（360件）、「研修室・オリエンテーション室」（315
件）となっている。 

 

表 1-7．場所別傷病発生件数・割合 

 

 

（８）天候別にみた傷病の発生件数・割合 

天候ごとに傷病の発生件数をみたところ（表 1−8）、負傷、疾病ともに「晴」（負傷 601件、疾病
1353件）が最も多く、次いで「曇」（負傷 275件、疾病 563件）、「雨」（負傷 123件、疾病 293件）
となっている。 

 

表 1-8．天候別傷病発生件数・割合 

 
 

 

 

件 件 件 ％

宿泊室 95 9.4 542 24.1 637 19.5
通路・階段 54 5.3 38 1.7 92 2.8
食堂 15 1.5 148 6.6 163 5.0
浴室 26 2.6 4 0.2 30 0.9
研修室・オリエンテーション室 47 4.6 315 14.0 362 11.1
体育館・プレイホール・講堂 146 14.4 360 16.0 506 15.5
武道場 6 0.6 16 0.7 22 0.7
クライミングウォール 0 0.0 1 0.0 1 0.0
工作室・調理室等 4 0.4 10 0.4 14 0.4
野外炊事場 123 12.1 106 4.7 229 7.0
テントサイト 13 1.3 31 1.4 44 1.3
グラウンド・広場・コート等 149 14.7 222 9.9 371 11.4
屋外運動コース（登山、OL、ｻｲｸﾘﾝｸﾞ等） 201 19.8 227 10.1 428 13.1
ロープスコース※ 11 1.1 3 0.1 14 0.4
海洋施設 21 2.1 45 2.0 66 2.0
敷地外の活動場所（バス等の移動も含む） 42 4.1 93 4.1 135 4.1
その他 60 5.9 86 3.8 146 4.5

0 0.0 0 0.0 0 0.0
1013 100.0 2247 100.0 3260 100.0

※アドベンチャープログラムで使用する活動場所

生

活

エ

リ

ア

活

動

エ

リ

ア

そ

の

他

不明

計

計

％ ％

負傷 疾病
場所

件 件 件 ％

晴 601 59.3 1353 60.2 1954 59.9
曇 275 27.1 563 25.1 838 25.7
雨 123 12.1 293 13.0 416 12.8
雪 14 1.4 38 1.7 52 1.6
不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0
計 1013 100.0 2247 100.0 3260 100.0

疾病 計

％ ％
天候

負傷
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（㸷）病院受診、処置・静養後の対応別にみた傷病の発生件数・割合 
⑓㝔受デの᭷↓別に傷⑓のⓎ⏕件数をみたところ㸦⾲ 1−9−1㸧、㈇傷では「↓」が 676 件、「日

帰り」が 332 件、「入㝔」が 5 件となっており、⑓㝔を受デ㸦日帰り、入㝔㸧した割合は 3 割強と

なっている。一方、⑌⑓は「↓」が 1843 件、「日帰り」が 392 件、「入㝔」が 12 件となってお

り、⑓㝔の受デ㸦日帰り、入㝔㸧は 2 割弱となっている。 
ḟに、傷⑓の処⨨・㟼㣴後の対応別に傷⑓のⓎ⏕件数をみたところ㸦⾲ 1−9−2㸧、㈇傷では「ά

動⥅⥆」が 891 件、「帰宅」が 122 件と 9 割弱がά動を⥅⥆しているのに対し、⑌⑓では「ά動⥅

⥆」が 1567 件、「帰宅」が 680 件と 3 割強が帰宅している≧ἣであった。 
 

表 1-9-1. 病院受診別傷病発生件数・割合 

        

 

表 1-9-2. 処置・静養後の対応別傷病発生件数・割合 

        
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件 件 件 䠂

無 676 66.7 1843 82.0 2519 77.3
日帰り 332 32.8 392 17.4 724 22.2
入院 5 0.5 12 0.5 17 0.5
不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計 1013 100.0 2247 100.0 3260 100.0

計
病院の受診

負傷 疾病

䠂 䠂

件 件 件 䠂

活動継続 891 88.0 1567 69.7 2458 75.4
帰宅 122 12.0 680 30.3 802 24.6
不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計 1013 100.0 2247 100.0 3260 100.0

計
処置䞉静養後

負傷 疾病

䠂 䠂
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（１）負傷の状態 

  ㈇傷の⑕≧をみると㸦⾲ 2-1-1㸧、「打撲」㸦163 件㸧が᭱も多く、ḟいで「⹸さされ」㸦160 件㸧、

「ねんざ」㸦143 件㸧となっている。「⹸さされ」の✀㢮をみると㸦⾲ 2-1-3㸧、「アブ・ブヨ」㸦83 件㸧

が᭱も多く 5 割強を占め、ḟいで「ハチ」㸦25 件㸧、「ダニ」㸦21 件㸧となっている。 
㈇傷した㒊位をみると㸦⾲ 2-1-2㸧、「手・指」㸦213 件㸧が᭱も多く、ḟいで「㊊㤳」㸦172 件㸧、

「㢦」㸦113 件㸧となっている。各㒊位の区分でみると、「下⫥㒊」㸦406 件㸧が 4 割強を占めており、

ḟいで「上⫥㒊」㸦347 件㸧がおおよそ 3 割半、「㢌㒊」㸦227 件㸧が 2 割強となっている。 
 
表 2-1-1. 症状別負傷発生件数・割合                表 2-1-2. 部位別負傷発生件数・割合 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
表 2-1-3.「虫さされ」の種類        表 2-1-4. 程度別負傷発生件数・割合 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

２．負傷の概況 

症状 件

きり傷 103 10.2

さし傷 10 1.0

すり傷 106 10.5

やけど 79 7.8

日焼け 5 0.5

凍傷 0 0.0

打撲 163 16.1

突き指 44 4.3

ねんざ 143 14.1

靱帯損傷䞉断裂 12 1.2

脱臼 9 0.9

骨折 50 4.9

鼻血 32 3.2

歯の破折 10 1.0

眼のけが 13 1.3

虫さされ 160 15.8

かぶれ 3 0.3

気道閉塞䞉誤嚥 0 0.0

溺水 0 0.0

その他 71 7.0

計 1013 100.0

䠂

種類 件

ア䝤䞉䝤䝶 83 51.9

䝝䝏 25 15.6

䝎䝙 21 13.1

毛虫 2 1.3

䝮カ䝕 2 1.3

ク䝷ゲ 4 2.5

その他 1 0.6

不明 22 13.8

計 160 100.0

䠂

件 䠂

頭 77 7.6

顔 113 11.2

眼 27 2.7

首 10 1.0

肩 14 1.4

上腕 14 1.4

肘 21 2.1

前腕 41 4.0

手首 44 4.3

手䞉指 213 21.0

胸 5 0.5

腹 8 0.8

背中 5 0.5

腰 14 1.4

尻 7 0.7

大腿 18 1.8

膝 84 8.3

下腿 63 6.2

足首 172 17.0

足䞉指 62 6.1

0 0.0 0

1 0.1 0.1

1013 100.0計

全身

不明

䠂部位

22.5
頭

部

3.2

体

幹

部

40.1

下

肢

部

34.2

上

肢

部

程度 件

軽微䠄その場で手当てできる軽いけが䠅 709 70.0

軽傷䠄医師による1か月未満の治療を要するけが䠅 258 25.5

重傷䠄医師による1か月以上の治療を要するけが䠅 44 4.3

致命傷䠄死亡䞉後遺症が残る重篤なけが䠅 1 0.1

不明 1 0.1

計 1013 100.0

䠂
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㈇傷の⛬度をみると㸦⾲ 2-1-4㸧、「㍍微㸦その場で手当てできる㍍いけが㸧」㸦709 件㸧が᭱も多

く、Ⓨ⏕した㈇傷の 7 割は㍍微な㈇傷となっている。 
㈇傷のせ因㸦」数回⟅㸧をみると㸦⾲ 2-1-5㸧、「不ὀ意㸦ᮏ人㸧」㸦432 件㸧が᭱も多く、ḟいで「不

慣れ㸦ᮏ人㸧」㸦240 件㸧、「失敗㸦ᮏ人㸧」㸦177 件㸧となっている。各せ因の区分でみると、ᮏ人に

係るせ因㸦1058 件㸧が 58.5%となっており、ḟいで指導・引⋡⪅に係るせ因㸦297 件㸧が 16.4㸣、

⎔境に係るせ因㸦271 件㸧が 15.0㸣、⿦備に係るせ因㸦106 件㸧が 6.0㸣となっていた。 
 
表 2-1-5. 要因別負傷発生件数・割合          䠄複数回答䠅 

 
 
 
 
 
 

件 䠂

失敗 177 17.5

不注意 432 42.6

不慣れ 240 23.7

不適切な行動 51 5.0

寝不足 8 0.8

疲労 66 6.5

不安䞉心配䞉緊張 13 1.3

体力不足 31 3.1

人間関係䠄けんか、ふざけ等䠅 16 1.6

既往症 13 1.3

ア䝺䝹ギ䞊 11 1.1

指導不足 70 6.9

注意不足 170 16.8

経験不足 27 2.7

人数不足 6 0.6

連携不足 11 1.1

準備不足 13 1.3

不適切な服装 64 6.3

装備不備 27 2.7

装備不良䠄破損䞉劣化䠅 5 0.5

施設䞉設備の欠陥䞉不良 12 1.2

荒天䠄強風、雷、吹雪等䠅 4 0.4

気温 17 1.7

日差し 10 1.0

高度䠄標高䠅 2 0.2

水深 0 0.0

雪 9 0.9

落石䞉落木 1 0.1

不安定さ䞉滑りやすさ 82 8.1

虫䞉動物 140 13.8

植物 6 0.6

病原体䠄ウィ䝹ス等䠅 0 0.0

49 4.8 2.7

27 2.7 1.5

↑
※上記の数値は回答数䠄N=1810䠅を基に割合を算出

要因

環

境
15.0

その他

本

人
58.5

䠂

回答者数 1013

不明

指

導

䞉

引

率

者

16.4

装

備
6.0
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（２）症状別にみた負傷の部位、程度、要因 

⑕≧ごとに㈇傷した㒊位をみると㸦⾲ 2-2-1㸧、打撲では「㢌」㸦40 件㸧や「㢦」㸦19 件㸧など㢌

㒊の㈇傷が多く、⹸さされでは「下⭣」㸦31 件㸧や「㊊㤳」㸦28 件㸧といった下⫥㒊の㈇傷、ねん

ざでは「㊊㤳」㸦114 件㸧や「手㤳」㸦11 件㸧の㈇傷が多くなっている。 
ḟに、⑕≧ごとに㈇傷の⛬度をみると㸦⾲ 2-2-2㸧、ほとんど⑕≧では「㍍微」が多くなってい

るが、ṑの◚折では㸷割、きり傷や┠のけがでは 4 割弱が「㍍傷」、㦵折や⬺⮻では㸳割半が「㔜

傷」となっている。 
 

表 2-2-1. 症状別・部位別負傷発生件数                                 (件) 

 
 

表 2-2-2. 症状別・程度別負傷発生件数                             (件) 

 

き

り

傷

さ

し

傷

す

り

傷

や

け

ど

日

焼

け

凍

傷

打

撲

突

き

指

ね

ん

ざ

靱

帯

損

傷

䞉

断

裂

脱

臼

骨

折

鼻

血

歯

の

破

折

眼

の

け

が

虫

さ

さ

れ

か

ぶ

れ

気

道

閉

塞

䞉

誤

嚥

溺

水

そ

の

他

計

頭 16 1 4 2 0 0 40 6 0 1 0 0 0 0 0 5 0 0 0 2 77

顔 15 0 11 5 2 0 19 2 0 0 1 1 32 8 0 11 0 0 0 6 113

眼 0 0 1 0 1 0 5 1 0 0 0 0 0 2 13 1 0 0 0 3 27

首 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 7 1 0 0 0 10

肩 1 0 1 0 0 0 3 1 2 1 2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 14

上腕 1 0 2 3 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 6 0 0 0 0 14

肘 0 0 11 0 0 0 2 2 1 1 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0 21

前腕 1 0 0 12 1 0 5 0 1 0 1 9 0 0 0 9 1 0 0 1 41

手首 1 0 1 4 0 0 8 0 11 1 0 13 0 0 0 4 0 0 0 1 44

手䞉指 45 5 17 48 0 0 18 25 4 1 0 7 0 0 0 23 0 0 0 20 213

胸 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 5

腹 1 0 1 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 8

背中 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 5

腰 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 7 14

尻 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 7

大腿 1 0 0 1 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 5 18

膝 11 2 36 1 0 0 17 1 3 4 2 2 0 0 0 2 0 0 0 3 84

下腿 3 0 7 2 1 0 6 2 1 0 0 2 0 0 0 31 0 0 0 8 63

足首 2 0 3 0 0 0 5 4 114 3 2 7 0 0 0 28 1 0 0 3 172

足䞉指 5 2 9 1 0 0 14 0 4 0 0 2 0 0 0 14 0 0 0 11 62

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

103 10 106 79 5 0 163 44 143 12 9 50 32 10 13 160 3 0 0 71 1013

不明

計

全身

部位

頭

部

上

肢

部

体

幹

部

下

肢

部

程度

き

り

傷

さ

し

傷

す

り

傷

や

け

ど

日

焼

け

凍

傷

打

撲

突

き

指

ね

ん

ざ

靱

帯

損

傷

䞉

断

裂

脱

臼

骨

折

鼻

血

歯

の

破

折

眼

の

け

が

虫

さ

さ

れ

か

ぶ

れ

気

道

閉

塞

䞉

誤

嚥

溺

水

そ

の

他

計

軽微 62 9 95 64 5 0 116 37 102 4 0 0 31 1 8 123 2 0 0 50 709

軽傷 40 1 11 15 0 0 42 6 41 4 4 23 1 9 5 36 1 0 0 19 258

重傷 1 0 0 0 0 0 5 1 0 4 5 27 0 0 0 0 0 0 0 1 44

致命傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

計 103 10 106 79 5 0 163 44 143 12 9 50 32 10 13 160 3 0 0 71 1013
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⑕≧ごとに㈇傷のせ因㸦」数回⟅㸧をみると㸦⾲ 2-2-3㸧、打撲やねんざでは「不ὀ意㸦ᮏ人㸧」

㸦打撲 88 件、ねんざ 63 件㸧による㈇傷が᭱も多く、ḟいで「不慣れ㸦ᮏ人㸧」㸦打撲 41 件、ねん

ざ 49 件㸧、「失敗㸦ᮏ人㸧」㸦打撲 40 件、ねんざ 36 件㸧による㈇傷が多くなっている。また、⹸さ

されのせ因としては「⹸・動≀㸦⎔境㸧」㸦136 件㸧が᭱も多く、ḟいで「不㐺切な᭹⿦㸦⿦備㸧」

㸦36 件㸧、「不ὀ意㸦ᮏ人㸧」㸦22 件㸧が多くなっている。 
 
表 2-2-3. 症状別・要因別負傷発生件数                                            䠄複数回答䠖件䠅 

 
 

 
 
 

き

り

傷

さ

し

傷

す

り

傷

や

け

ど

日

焼

け

凍

傷

打

撲

突

き

指

ね

ん

ざ

靱

帯

損

傷

䞉

断

裂

脱

臼

骨

折

鼻

血

歯

の

破

折

眼

の

け

が

虫

さ

さ

れ

か

ぶ

れ

気

道

閉

塞

䞉

誤

嚥

溺

水

そ

の

他

失敗 20 2 23 18 1 0 40 13 36 0 0 18 0 1 1 1 0 0 0 3

不注意 57 5 60 54 0 0 88 22 63 4 6 19 3 4 4 22 0 0 0 21

不慣れ 31 2 21 30 2 0 41 11 49 2 0 16 0 3 2 8 0 0 0 22

不適切な行動 8 0 5 6 0 0 10 4 8 0 0 1 1 0 0 5 0 0 0 3

寝不足 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

疲労 2 0 5 1 1 0 7 3 13 3 1 3 9 2 0 1 0 0 0 15

不安䞉心配䞉緊張 1 0 0 0 1 0 2 0 1 1 0 0 3 1 0 1 0 0 0 2

体力不足 0 1 3 0 0 0 5 3 7 3 0 2 1 0 0 1 0 0 0 5

人間関係 2 0 2 0 0 0 5 3 2 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

既往症 0 0 0 0 1 0 0 0 2 2 1 0 2 1 0 1 0 1 0 2

ア䝺䝹ギ䞊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 5 4 0 1 0 0

指導不足 13 0 5 11 0 0 18 4 7 1 1 0 0 2 1 4 0 0 0 3

注意不足 22 2 20 24 0 0 32 9 21 2 1 11 1 2 2 11 0 0 0 10

経験不足 4 0 2 4 0 0 4 1 4 0 0 2 0 1 1 3 0 0 0 1

人数不足 0 0 0 1 0 0 1 2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

連携不足 2 0 1 0 0 1 3 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0

準備不足 4 0 2 0 1 1 2 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

不適切な服装 3 0 7 8 0 0 3 0 4 0 0 0 0 0 1 36 0 0 0 2

装備不備 7 0 3 4 2 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 1 0 1

装備不良 0 3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

施設䞉設備の欠陥䞉不良 1 1 0 1 0 0 4 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

荒天 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

気温 1 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 1 8 0 0 1 0 0 0 3

日差し 1 0 0 2 2 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0

高度䠄標高䠅 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

水深 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雪 1 0 3 0 0 0 1 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

落石䞉落木 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

不安定さ䞉滑りやすさ 7 1 17 0 0 0 12 3 27 2 0 9 0 0 0 0 0 0 0 4

虫䞉動物 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 136 0 2 0 0

植物 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1

病原体䠄ウィ䝹ス等䠅 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 0 6 2 0 0 6 0 7 0 0 4 9 2 1 0 0 0 0 9

5 0 2 1 0 0 3 0 3 0 1 0 2 0 1 5 0 0 0 4

103 10 106 79 5 0 163 44 143 12 9 50 32 10 13 160 0 3 0 71

装

備

環

境

その他

不明

回答者数䠄N=1013䠅

要因

本

人

指

導

䞉

引

率

者
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（㸱）状況別・症状別にみた負傷の発生件数 

① 年齢期別・性別・症状別にみた負傷の発生件数 
㈇傷⪅の年㱋ᮇごとにⓎ⏕した㈇傷の⑕≧をみたところ㸦⾲ 2-3-1㸧、小学⏕は「打撲」㸦70

件㸧、「⹸さされ」㸦55 件㸧、「やけど」㸦48 件㸧、中学⏕は「打撲」㸦45 件㸧、「ねんざ」㸦39 件㸧、

「⹸さされ」㸦32 件㸧、㧗ᰯ⏕は「ねんざ」㸦28 件㸧、「⹸さされ」㸦27 件㸧、「打撲」㸦15 件㸧、「き

り傷」㸦15 件㸧による㈇傷が多くなっている。 
⏨女で㈇傷の⑕≧をẚ㍑すると、⏨性は「きり傷」㸦71 件㸧、「すり傷」㸦63 件㸧、「やけど」㸦41

件㸧、「打撲」㸦97 件㸧、「✺き指」㸦26 件㸧、「㦵折」㸦32 件㸧による㈇傷が女性にẚべて多くなって

いる。そこで、年㱋ᮇごとに⏨女の㈇傷のⓎ⏕件数をẚ㍑したところ、いずれの年㱋ᮇでも⏨性

のほうが多くなっており、その差は小学⏕で㢧ⴭになっている。 
 

表 2-3-1. 年齢期・性別・症状別負傷発生件数                         (件) 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

年齢期 性別

き

り

傷

さ

し

傷

す

り

傷

や

け

ど

日

焼

け

凍

傷

打

撲

突

き

指

ね

ん

ざ

靱

帯

損

傷

䞉

断

裂

脱

臼

骨

折

鼻

血

歯

の

破

折

眼

の

け

が

虫

さ

さ

れ

か

ぶ

れ

気

道

閉

塞

䞉

誤

嚥

溺

水

そ

の

他

計

全体 4 0 9 2 0 0 7 0 1 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 3 30

男 3 0 8 1 0 0 6 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 2 23

女 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 7

全体 36 6 44 48 1 0 70 5 44 1 3 16 20 5 4 55 1 0 0 11 370

男 22 3 21 26 0 0 47 2 20 1 2 9 11 3 3 34 1 0 0 8 213

女 14 3 23 22 1 0 23 3 24 0 1 7 9 2 1 21 0 0 0 3 157

全体 20 0 18 17 1 0 45 27 39 3 2 21 9 3 5 32 0 0 0 16 258

男 14 0 12 11 0 0 23 17 15 2 1 16 1 2 3 16 0 0 0 8 141

女 6 0 6 6 1 0 22 10 24 1 1 5 8 1 2 16 0 0 0 8 117

全体 15 2 13 7 0 0 15 6 28 0 1 4 3 1 4 27 1 0 0 20 147

男 11 2 7 2 0 0 8 4 15 0 1 1 1 1 2 13 1 0 0 11 80

女 4 0 6 5 0 0 7 2 13 0 0 3 2 0 2 14 0 0 0 9 67

全体 16 1 17 3 2 0 14 2 20 5 1 2 0 1 0 28 1 0 0 11 124

男 13 1 10 0 1 0 7 0 8 4 1 1 0 1 0 9 1 0 0 7 64

女 3 0 7 3 1 0 7 2 12 1 0 1 0 0 0 19 0 0 0 4 60

全体 12 1 5 2 1 0 10 4 11 3 2 5 0 0 0 15 0 0 0 9 80

男 8 1 5 1 0 0 5 3 7 1 1 3 0 0 0 6 0 0 0 7 48

女 4 0 0 1 1 0 5 1 4 2 1 2 0 0 0 9 0 0 0 2 32

全体 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 4

男 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3

女 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

全体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全体 103 10 106 79 5 0 163 44 143 12 9 50 32 10 13 160 3 0 0 71 1013

男 71 7 63 41 1 0 97 26 65 8 6 32 13 7 8 80 3 0 0 44 572

女 32 3 43 38 4 0 66 18 78 4 3 18 19 3 5 80 0 0 0 27 441

その他

不明

計

幼児

小学生

中学生

高校生

大学生等

社会人
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② 月別・症状別にみた負傷の発生件数 
᭶ごとにⓎ⏕した㈇傷の⑕≧をみたところ㸦⾲ 2-3-2㸧、5 ᭶、7 ᭶、8 ᭶は「⹸さされ」㸦5 ᭶ 
30 件、7 ᭶ 38 件、8 ᭶ 34 件㸧による㈇傷が多く、その他の᭶をみると、4 ᭶は「ねんざ」㸦18

件㸧、6 ᭶は「打撲」㸦25 件㸧による㈇傷が多くなっている。 
 

表 2-3-2. 月別・症状別負傷発生件数                              (件) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

き

り

傷

さ

し

傷

す

り

傷

や

け

ど

日

焼

け

凍

傷

打

撲

突

き

指

ね

ん

ざ

靱

帯

損

傷

䞉

断

裂

脱

臼

骨

折

鼻

血

歯

の

破

折

眼

の

け

が

虫

さ

さ

れ

か

ぶ

れ

気

道

閉

塞

䞉

誤

嚥

溺

水

そ

の

他

計

4月 9 2 12 3 0 0 10 10 18 0 1 4 2 0 4 15 0 0 0 14 104

5月 19 1 12 9 1 0 29 11 24 3 0 4 4 2 1 30 0 0 0 9 159

6月 9 2 15 18 3 0 25 5 21 1 2 6 2 1 1 19 0 0 0 8 138

7月 16 3 15 16 0 0 20 6 15 0 0 5 13 3 2 38 2 0 0 8 162

8月 17 0 14 7 1 0 24 1 18 5 2 4 6 3 3 34 1 0 0 12 152

9月 9 0 13 13 0 0 17 7 13 1 0 4 0 0 1 10 0 0 0 3 91

10月 4 0 7 10 0 0 8 1 7 0 2 4 3 0 0 9 0 0 0 3 58

11月 8 0 3 0 0 0 9 2 6 1 2 1 0 0 0 3 0 0 0 4 39

12月 4 0 5 0 0 0 4 1 4 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 4 24

1月 4 1 4 1 0 0 11 0 10 0 0 11 0 1 0 0 0 0 0 2 45

2月 4 1 6 2 0 0 6 0 7 1 0 5 2 0 1 2 0 0 0 4 41

3月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

103 10 106 79 5 0 163 44 143 12 9 50 32 10 13 160 3 0 0 71 1013

春

䞉

夏

秋

䞉

冬

不明

計

月
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③ 時間別・症状別にみた負傷の発生件数 
時㛫ごとにⓎ⏕した㈇傷の⑕≧をみたところ㸦⾲ 2-3-3㸧、Ⓨ⏕件数の多かった 11 時、15 時、

16 時では「打撲」「ねんざ」「⹸さされ」による㈇傷が多くなっている。そこで、⑕≧ごとに各⏕

ά時㛫帯のⓎ⏕件数をみたところ、いずれの⑕≧も、午後のά動の時㛫帯㸦13㹼16 時㸧㸦打撲 60
件、ねんざ 71 件、⹸さされ 62 件㸧は、午前のά動の時㛫帯㸦9㹼11 時㸧㸦打撲 31 件、ねんざ 35
件、⹸さされ 30 件㸧にẚべ、㈇傷のⓎ⏕件数が⣙ 2 倍になっていることが分かった。 

 

表 2-3-3. 時間別・症状別負傷発生件数                            (件) 

 
※上記䠄左䠅の時間帯は施設の標準的な生活時間帯を示している。 

 
④ 活動内容別、場所別・症状別にみた負傷の発生件数 

ά動内容ごとにⓎ⏕した㈇傷の⑕≧をみたところ㸦⾲ 2-3-4㸧、スポーツά動㸦㔝⌫、サッカ

ー、テニス➼㸧では「打撲」㸦27 件㸧、「ねんざ」㸦25 件㸧、「すり傷」㸦16 件㸧による㈇傷が多くな

っており、ḟいで、㔝外⅕事では「やけど」㸦47 件㸧、「きり傷」㸦28 件㸧、「⹸さされ」㸦22 件㸧、

Ⓩ山・ハイキングでは「ねんざ」㸦33 件㸧、「⹸さされ」㸦25 件㸧、「すり傷」㸦7 件㸧による㈇傷が

多くなっている。 
場所ごとにⓎ⏕した㈇傷の⑕≧をみたところ㸦⾲ 2-3-5㸧、屋外㐠動コース㸦Ⓩ山、OL、サイク

リング➼㸧では「ねんざ」㸦57 件㸧、「⹸さされ」㸦45 件㸧、「すり傷」㸦24 件㸧による㈇傷が多くな

っており、ḟいで、グラウンド・広場・コート➼では「すり傷」㸦36 件㸧、「⹸さされ」㸦29 件㸧、

「打撲」㸦23 件㸧、体⫱㤋・プレイホール・ㅮ堂では「打撲」㸦37 件㸧、「ねんざ」㸦32 件㸧、「きり

傷」㸦10 件㸧による㈇傷が多くなっている。 

 

 

 

き

り

傷

さ

し

傷

す

り

傷

や

け

ど

日

焼

け

凍

傷

打

撲

突

き

指

ね

ん

ざ

靱

帯

損

傷

䞉

断

裂

脱

臼

骨

折

鼻

血

歯

の

破

折

眼

の

け

が

虫

さ

さ

れ

か

ぶ

れ

気

道

閉

塞

䞉

誤

嚥

溺

水

そ

の

他

計

6時 3 0 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 11

7時 2 0 3 3 0 0 6 0 1 0 0 0 1 0 1 6 0 0 0 2 25

8時 1 0 2 0 0 0 2 2 2 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 13

9時 2 1 2 1 0 0 1 0 2 0 0 2 7 1 0 2 0 0 0 2 23

10時 7 2 12 5 0 0 13 4 14 2 1 3 1 0 1 18 1 0 0 7 91

11時 12 0 13 10 0 0 17 10 19 1 0 8 0 0 3 10 0 0 0 13 116

昼食 12時 7 0 5 12 2 0 7 2 5 0 1 1 1 0 0 18 1 0 0 5 67

13時 5 2 6 5 2 0 11 4 11 1 2 2 2 0 2 9 0 0 0 1 65

14時 5 0 11 5 0 0 15 4 23 0 3 10 2 1 0 15 0 0 0 6 100

15時 10 2 13 7 0 0 15 9 22 2 0 6 3 1 1 18 0 0 0 5 114

16時 17 0 16 12 0 0 19 5 15 4 0 3 1 4 1 20 0 0 0 6 123

17時 9 0 5 5 0 0 9 1 4 0 2 2 3 1 2 14 0 0 0 4 61

18時 8 2 6 6 0 0 11 0 5 1 0 1 1 0 0 6 0 0 0 4 51

19時 4 1 6 3 1 0 11 0 5 0 0 3 3 1 1 5 0 0 0 5 49

20時 2 0 1 2 0 0 15 0 6 0 0 4 3 0 0 8 0 0 0 4 45

21時 7 0 2 1 0 0 4 1 5 0 0 2 3 0 0 3 1 0 0 4 33

22時 2 0 3 0 0 0 3 0 1 1 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 14

就寝 23〜5時 0 0 0 1 0 0 4 0 2 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 1 12

103 10 106 79 5 0 163 44 143 12 9 50 32 10 13 160 3 0 0 71 1013

時間

計

起床䞉

朝食等

活動

䠄午前䠅

活動

䠄午後䠅

夕食䞉

入浴等

活動

䠄夜䠅
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表
2
-
3-
4
. 
活
動
内
容
別
・
症
状
別
負
傷
発
生
件
数

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(件
)
 

き り 傷

さ し 傷

す り 傷

や け ど

日 焼 け

凍 傷

打 撲

突 き 指

ね ん ざ

靱 帯 損 傷 䞉 断 裂

脱 臼

骨 折

鼻 血

歯 の 破 折

眼 の け が

虫 さ さ れ

か ぶ れ

気 道 閉 塞 䞉 誤 嚥

溺 水

そ の 他

計

登
山
䞉
䝝
イ
キ
䞁
グ

2
0

7
1

1
0

6
3

3
3

1
1

2
1

1
0

2
5

0
0

0
9

9
3

オ
䝸
エ
䞁
䝔
䞊
䝸
䞁
グ
䞉
ウ
ォ
䞊
ク
䝷
䝸
䞊

6
0

1
1

0
0

0
8

3
2
1

1
0

2
2

0
4

1
6

0
0

0
1

7
5

ク
䝻
ス
カ
䞁
䝖
䝸
䞊

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2

サ
イ
ク
䝸
䞁
グ
䞉
䝬
ウ
䞁
䝔
䞁
䝞
イ
ク

1
0

4
0

0
0

1
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

7

ア
䝗
䝧
䞁
䝏
䝱
䞊
䝥
䝻
グ
䝷
䝮
䞉
イ
䝙
シ
ア
䝔
ィ
䝤
ゲ
䞊
䝮

2
2

5
0

1
0

1
0

0
3

1
0

3
0

0
0

1
5

0
0

0
1

4
3

ク
䝷
イ
䝭
䞁
グ
䞉
䝪
䝹
䝎
䝸
䞁
グ

1
0

1
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3

ス
䝫
䞊
䝒
活
動
䠄
野
球
、
サ
䝑
カ
䞊
、
䝔
䝙
ス
等
䠅

9
0

1
6

0
0

0
2
7

1
2

2
5

4
2

1
0

3
2

1
4

0
0

0
1
1

1
2
6

カ
䝑
䝍
䞊
䞉カ
䝚
䞊
䞉䝪
䞊
䝖
䞉
䝶
䝑
䝖

0
0

3
2

0
0

2
6

1
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
6

2
1

シ
䝳
䝜
䞊
ケ
䝸
䞁
グ
䞉
ス
キ
䞁
䝎
イ
䝡
䞁
グ

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
1

3

海
水
浴
䞉磯
遊
び
䞉釣
り

0
1

0
0

2
0

1
0

0
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

7

沢
登
り
䞉
川
遊
び

2
0

1
0

0
0

6
0

1
0

1
2

0
0

0
6

0
0

0
2

2
1

ス
キ
䞊
䞉ス
䝜
䞊
䝪
䞊
䝗

0
0

0
0

0
0

3
0

9
0

0
9

0
1

0
0

0
0

0
4

2
6

ク
䝻
ス
カ
䞁
䝖
䝸
䞊
ス
キ
䞊

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

3

雪
上
活
動
䠄
雪
遊
び
、
ス
䝜
䞊
シ
䝳
䞊
等
䠅

1
0

5
0

0
0

6
0

1
0

0
2

0
0

1
0

0
0

0
1

1
7

野
外
炊
事

2
8

0
6

4
7

0
0

4
0

5
0

2
1

1
0

2
2
2

2
0

0
3

1
2
3

キ
䝱
䞁
䝥
䠄
䝔
䞁
䝖
設
営
等
䠅

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

2

キ
䝱
䞁
䝥
䝣
ァ
イ
䝲
䞊
䞉キ
䝱
䞁
䝗
䝹
䝉
䝺
䝰
䝙
䞊

1
1

2
5

0
0

5
1

3
0

0
1

2
0

0
3

0
0

0
5

2
9

創
作
活
動
䠄
ク
䝷
䝣
䝖
等
䠅

7
2

0
1
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
4

0
0

0
1

2
8

自
然
観
察

0
0

3
0

0
0

4
1

3
0

0
1

0
0

0
6

0
0

0
0

1
8

研
修
䞉
学
習
活
動

3
0

3
1

0
0

1
6

5
8

1
0

1
6

0
2

1
0

1
0

0
9

6
6

奉
仕
活
動

0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1

自
由
時
間

1
2

1
1
1

1
0

0
1
7

4
1
0

0
2

5
4

3
0

1
0

0
0

0
8

8
8

つ
ど
い
䠄
朝
䞉
夕
䠅

0
0

2
0

0
0

2
0

0
0

0
0

1
1

0
6

0
0

0
1

1
3

清
掃

1
0

0
0

0
0

0
2

0
0

0
0

2
0

0
1

0
0

0
0

6

食
事

2
0

0
5

0
0

3
0

0
0

0
0

2
0

0
3

0
0

0
1

1
6

入
浴

9
0

4
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
0

0
0

1
2
7

就
寝
時
間
䠄
起
床
時
も
含
む
䠅

5
1

0
2

0
0

7
0

1
0

0
2

3
1

1
1
1

0
0

0
1

3
5

移
動
中

3
2

1
7

0
0

0
1
6

1
1
1

0
0

5
2

0
0

2
0

0
0

1
6
0

入
所
前

0
0

2
0

0
0

0
2

0
0

0
1

0
0

0
1

0
0

0
1

7

そ
の
他

8
0

1
2

1
0

8
4

6
1

1
1

2
0

0
1
1

0
0

0
1

4
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

1
0
3

1
0

1
0
6

7
9

5
0

1
6
3

4
4

1
4
3

1
2

9
5
0

3
2

1
0

1
3

1
6
0

3
0

0
7
1

1
0
1
3

生 活 そ の 他

不
明

計

活
動

陸 上 活 動 水 辺 活 動 雪 上 活 動 野 外 生 活 研 修
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表
2
-3
-
5.
 場
所
別
・
症
状
別
負
傷
発
生
件
数

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
㸦
件
㸧 

き り 傷

さ し 傷

す り 傷

や け ど

日 焼 け

凍 傷

打 撲

突 き 指

ね ん ざ

靱 帯 損 傷 䞉 断 裂

脱 臼

骨 折

鼻 血

歯 の 破 折

眼 の け が

虫 さ さ れ

か ぶ れ

気 道 閉 塞 䞉 誤 嚥

溺 水

そ の 他

計

宿
泊
室

1
3

1
1

5
0

0
2
2

6
1
0

0
1

5
9

3
1

1
3

0
0

0
5

9
5

通
路
䞉
階
段

4
1

1
0

0
0

0
1
4

0
1
5

1
0

2
0

0
0

6
0

0
0

1
5
4

食
堂

2
0

0
5

0
0

3
0

0
0

0
0

2
0

0
2

0
0

0
1

1
5

浴
室

9
0

4
1

0
0

9
0

0
0

0
0

0
1

0
1

0
0

0
1

2
6

研
修
室
䞉
オ
䝸
エ
䞁
䝔
䞊
シ
䝵
䞁
室

3
1

1
1
0

0
0

8
1

0
0

0
1

6
1

2
8

1
0

0
4

4
7

体
育
館
䞉
䝥
䝺
イ
䝩
䞊
䝹
䞉
講
堂

1
0

1
6

4
0

0
3
7

1
4

3
2

4
3

6
8

1
1

3
0

0
0

1
6

1
4
6

武
道
場

0
1

0
0

0
0

1
2

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

6

ク
䝷
イ
䝭
䞁
グ
ウ
ォ
䞊
䝹

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

工
作
室
䞉
調
理
室
等

3
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

4

野
外
炊
事
場

2
5

1
7

4
6

0
0

6
0

5
0

2
1

1
0

2
2
1

2
0

0
4

1
2
3

䝔
䞁
䝖
サ
イ
䝖

0
0

1
0

0
0

2
0

1
0

0
0

0
0

0
8

0
0

0
1

1
3

グ
䝷
ウ
䞁
䝗
䞉
広
場
䞉
コ
䞊
䝖
等

1
5

1
3
6

3
1

0
2
3

3
1
0

3
1

1
5

0
2

0
2
9

0
0

0
7

1
4
9

屋
外
運
動
コ
䞊
ス
䠄
登
山
、

O
L
、
サ
イ
ク
䝸
䞁
グ
等
䠅

1
2

1
2
4

1
1

0
2
0

6
5
7

1
2

8
2

1
4

4
5

0
0

0
1
6

2
0
1

䝻
䞊
䝥
ス
コ
䞊
ス
※

0
0

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
1
0

0
0

0
0

1
1

海
洋
施
設

0
1

4
2

2
0

1
6

1
1

0
0

0
0

0
1

0
0

0
2

2
1

敷
地
外
の
活
動
場
所
䠄
䝞
ス
等
の
移
動
も
含
む
䠅

5
0

6
0

0
0

2
2

7
0

0
8

1
0

2
4

0
0

0
5

4
2

そ
の
他

2
1

6
1

1
0

1
4

4
5

1
0

4
3

1
1

9
0

0
0

7
6
0

1
0
3

1
0

1
0
6

7
9

5
0

1
6
3

4
4

1
4
3

1
2

9
5
0

3
2

1
0

1
3

1
6
0

3
0

0
7
1

1
0
1
3

※
ア
䝗
䝧
䞁
䝏
䝱
䞊
䝥
䝻
グ
䝷
䝮
で
使
用
す
る
活
動
場
所

場
所

生 活 エ 䝸 ア 活 動 エ 䝸 ア そ の 他

計
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⑤ 天候別・症状別にみた負傷の発生件数 

天候ごとにⓎ⏕した㈇傷した⑕≧をみると㸦⾲ 2-3-6㸧、晴では「⹸さされ」㸦109 件㸧、曇や

㞵、㞷では「打撲」㸦曇 45 件、㞵 24 件、㞷 5 件㸧による㈇傷が多くなっている。 
 

表 2-3-6. 天候別・症状別負傷発生件数                            (件) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天候

き

り

傷

さ

し

傷

す

り

傷

や

け

ど

日

焼

け

凍

傷

打

撲

突

き

指

ね

ん

ざ

靱

帯

損

傷

䞉

断

裂

脱

臼

骨

折

鼻

血

歯

の

破

折

眼

の

け

が

虫

さ

さ

れ

か

ぶ

れ

気

道

閉

塞

䞉

誤

嚥

溺

水

そ

の

他

計

晴 49 4 72 38 5 0 89 24 83 6 6 33 20 5 7 109 2 0 0 49 601

曇 34 2 25 27 0 0 45 12 42 4 2 12 11 3 4 38 1 0 0 13 275

雨 15 4 9 14 0 0 24 8 16 2 1 5 1 2 2 13 0 0 0 7 123

雪 5 0 0 0 0 0 5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 14

計 103 10 106 79 5 0 163 44 143 12 9 50 32 10 13 160 3 0 0 71 1013
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（㸲）負傷した時の状況 

① 負傷の多かった活動の事例（上位㸳つ） 

〔スポーツ活動（野球、サッカー、テニス等）〕 

    

  

  

  

   

  

  

  

  
  

  

 

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 中学生䞉男

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋体育館䞉䝥䝺イ䝩䞊䝹䞉講堂

脱臼䠄顔䠅

状況 䝞䝗䝭䞁䝖䞁の練習中、他の選手の䝷ケ䝑䝖が顔に接触し、右側の前歯を脱臼、口内を切った。

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 大学生等䞉男

状況
体育館にて䝞䝺䞊の試合中、他の䝥䝺イ䝲䞊と接触し、腕がその䝥䝺イ䝲䞊の下敷きになり、
骨折した。

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋体育館䞉䝥䝺イ䝩䞊䝹䞉講堂

骨折䠄前腕䠅

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 高校生䞉女

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋グ䝷ウ䞁䝗䞉広場䞉コ䞊䝖等

骨折䠄手首䠅

状況 䝔䝙スの䝎䝑シ䝳で後ろ向きに走っていて䝞䝷䞁スを崩して仰向けに転倒、左手首を骨折した。

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 中学生䞉男

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋グ䝷ウ䞁䝗䞉広場䞉コ䞊䝖等

骨折䠄手䞉指䠅

状況 䝣䝑䝖サ䝹中、相手が䝪䞊䝹を蹴ろうとして誤って手を蹴ってしまった。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 大学生等䞉男

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋研修室䞉オ䝸エ䞁䝔䞊シ䝵䞁室

歯の破折䠄顔䠅

状況 合気道の稽古中、受け身を失敗し、前歯を畳に強打して歯が破折した。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 高校生䞉男歯の破折䠄顔䠅

状況 䝞スケ䝑䝖䝪䞊䝹最中、䝪䞊䝹が顔面にあたり歯を破折した。

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋体育館䞉䝥䝺イ䝩䞊䝹䞉講堂

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男

状況 アス䝺䝏䝑クの1本綱渡りで綱を握れず右肩から転落。その際、右手首をついて痛めた

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

打撲䠄手首䠅

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 高校生䞉女

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋体育館䞉䝥䝺イ䝩䞊䝹䞉講堂

ねんざ䠄足首䠅

状況
二人三脚䝸䝺䞊を行っている最中、䝨ア䝸䞁グ䝯䞁䝞䞊との足が合わず転倒。この時、紐をつな
いでいた左側の足首をひねった。

䠷活動䠹

症状 程度 軽微 傷病者 小学生䞉女

ス䝫䞊䝒活動䠄野球、サ䝑カ䞊、䝔䝙ス等䠅䠋グ䝷ウ䞁䝗䞉広場䞉コ䞊䝖等

すり傷䠄顔䠅

状況
集いの広場で乗り物遊びをしていた際、乗り物同士が衝突して、乗り物ごと横に倒れ、負傷し
た。
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〔野外炊事〕 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 社会人䞉男

野外炊事䠋野外炊事場

きり傷䠄手䞉指䠅

状況 指導とは異なる方法で䝘䝍を使用してけがをした。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男

状況 野外炊事でカ䝺䞊作りをしているとき、鍋の油が顔にはねた。

野外炊事䠋野外炊事場

やけど䠄顔䠅

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 中学生䞉男

野外炊事䠋野外炊事場

眼のけが䠄眼䠅

状況 野外炊事終了後に灰の片づけをしていた際、灰が左目に入ってしまった。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男

野外炊事䠋野外炊事場

眼のけが䠄眼䠅

状況
野外炊事時、突然目の痛みを感じた。翌日になっても治らなかったので病院を受診したとこ

ろ、木片が入っていた。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男やけど䠄上腕䠅

状況 野外炊事のかまどから火のついた木片が飛び、腕に当たった。

野外炊事䠋野外炊事場

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉女

野外炊事䠋野外炊事場

やけど䠄前腕䠅

状況 鍋に左腕が触れてしまいやけどした。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 中学生䞉男

野外炊事䠋野外炊事場

きり傷䠄手䞉指䠅

状況 キ䞁䝗䝸䞁グク䝷䝑カ䞊を使用して、薪割中に指を薪の間に挟んで受傷した。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男

野外炊事䠋野外炊事場

やけど䠄手䞉指䠅

状況
野外炊事で洗い物をしていて、隣に置いてあった熱い鍋に誤って手が触れ、右手甲をやけど

した。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男

野外炊事䠋野外炊事場

脱臼䠄足䞉指䠅

状況 かまど掃除時に鉄板を倒し、左足の薬指䞉小指の間に落とした。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男

状況 野外炊事後に足首に䝬䝎䝙がついているのをみつけた。

野外炊事䠋野外炊事場

虫さされ䠄足首䠅
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〔登山・ハイキング〕 

    

  

  

  

  

  

  
  

〔自由時間〕 

  

  
 

 

 

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 社会人䞉女

登山䞉䝝イキ䞁グ䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

脱臼䠄肩䠅

状況
下山中、左足を木の根にひっかけて前のめりに転倒し、左肩脱臼および左足太ももが裂傷し
た。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉女

登山䞉䝝イキ䞁グ䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

歯の破折䠄顔䠅

状況 䝝イキ䞁グの途中滑って前に転んで前歯が欠けた。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 社会人䞉女骨折䠄手䞉指䠅

状況
児童と話しながら歩いていた時、児童に腕を引っ張られたため䝞䝷䞁スを崩し、転倒。その際に
左手をついて痛めた。

登山䞉䝝イキ䞁グ䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 中学生䞉女

状況 䝝イキ䞁グ中に䝬䝎䝙に咬まれた。

登山䞉䝝イキ䞁グ䠋敷地外の活動場所䠄䝞ス等の移動も含む䠅

虫さされ䠄腹䠅

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉女

登山䞉䝝イキ䞁グ䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

ねんざ䠄足首䠅

状況 䝝イキ䞁グをしていて石の上に乗ってしまい、足首をねんざ。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉女

登山䞉䝝イキ䞁グ䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

ねんざ䠄足首䠅

状況 キ䝱䞁䝥場の方へ下り坂を走っていた時、後ろから人がぶつかり、転んで足首をねんざした。

䠷活動䠹

症状 程度 軽微 傷病者 小学生䞉男虫さされ䠄手䞉指䠅

状況 䝝イキ䞁グ中に䝞䝑䝍を追いかけ䝝䝏の巣に接触。手䞉指䞉大腿䞉足首を䝝䝏にさされた。

登山䞉䝝イキ䞁グ䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 幼児䞉男

状況 休憩中に走っていた際、子ども同士が接触し転倒。右腕を床にぶつけてしまった。

自由時間䠋グ䝷ウ䞁䝗䞉広場䞉コ䞊䝖等

骨折䠄肘䠅

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 高校生䞉男

自由時間䠋体育館䞉䝥䝺イ䝩䞊䝹䞉講堂

脱臼䠄膝䠅

状況 䝍䝑ク䝹をし合っていた際、勢いよくねじれた感じで転倒し、直後より痛みと違和感があった。
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〔オリエンテーリング・ウォークラリー〕 

  

  
 

 

 

 

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 高校生䞉男

自由時間䠋体育館䞉䝥䝺イ䝩䞊䝹䞉講堂

骨折䠄膝䠅

状況
䝺ク䝸エ䞊シ䝵䞁前に遊んでおり、䝞スケ䝑䝖䝪䞊䝹のゴ䞊䝹に向かってジ䝱䞁䝥しようと踏み切っ
た時に体勢をくずした。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男きり傷䠄頭䠅

状況 䝧䝑䝗から床に降りる際、布団が足に絡まり、前の䝧䝑䝗の角に額をぶつけてしまった。

自由時間䠋宿泊室

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 大学生等䞉男

状況 廊下を走っていて滑って転倒、壁にぶつかって前頭部に裂創を負った。

自由時間䠋通路䞉階段

きり傷䠄頭䠅

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 社会人䞉女

自由時間䠋グ䝷ウ䞁䝗䞉広場䞉コ䞊䝖等

きり傷䠄頭䠅

状況 長縄飛び中に転倒。髪留めの金属部分にて頭皮を損傷した。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 中学生䞉男

自由時間䠋宿泊室

打撲䠄頭䠅

状況 座っていたところ、飛んできた枕が体に当たり、後ろへ転倒。木の柱で後頭部を打った。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 幼児䞉男打撲䠄頭䠅

状況 母親が䝧䝑䝖に座らせ、目を離したすきに䝧䝑䝖から転落した。

自由時間䠋宿泊室

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉男

状況 友達と自由時間にふざけていて顔を蹴られ、歯をぶつけた。

自由時間䠋宿泊室

歯の破折䠄顔䠅

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 中学生䞉男

オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グ䞉ウォ䞊ク䝷䝸䞊䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

骨折䠄膝䠅

状況 オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グコ䞊スを走っていた際、木の板の上で滑り、転倒。右ひざを強打した。

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 中学生䞉男

オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グ䞉ウォ䞊ク䝷䝸䞊䠋グ䝷ウ䞁䝗䞉広場䞉コ䞊䝖等

骨折䠄下腿䠅

状況 階段横の側溝のふたの上で滑り、転倒した。
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② その他の活動で重傷だった事例 

  

  

    

    
    

 

 

 

 

 

 

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 中学生䞉女

オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グ䞉ウォ䞊ク䝷䝸䞊䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

打撲䠄手首䠅

状況 下り坂を歩いておりていたが、地面につまづき、手首を地面に打ちつけた。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉女

オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グ䞉ウォ䞊ク䝷䝸䞊䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

きり傷䠄手䞉指䠅

状況 有刺鉄線に引っかかって右手小指を切った。

䠷活動䠹

症状 程度 軽傷 傷病者 小学生䞉女

オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グ䞉ウォ䞊ク䝷䝸䞊䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

きり傷䠄手䞉指䠅

状況 オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グ中、草を引っ張って小指が切れ、3針縫合した。

䠷活動䠹

症状 程度 軽微 傷病者 小学生䞉女すり傷䠄顔䠅

状況 オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グ中に、崖で足を滑らせコ䞊ス外に落ち、左ほほ、額、足に擦り傷を負った。

オ䝸エ䞁䝔䞊䝸䞁グ䞉ウォ䞊ク䝷䝸䞊䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 小学生䞉男

状況 アス䝺䝏䝑ク中に誤って肩から転倒した。

ア䝗䝧䞁䝏䝱䞊䝥䝻グ䝷䝮䞉イ䝙シア䝔ィ䝤ゲ䞊䝮䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

骨折䠄肩䠅

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 中学生䞉女

ア䝗䝧䞁䝏䝱䞊䝥䝻グ䝷䝮䞉イ䝙シア䝔ィ䝤ゲ䞊䝮䠋グ䝷ウ䞁䝗䞉広場䞉コ䞊䝖等

靭帯損傷䞉断裂䠄膝䠅

状況 䝻䞊䝥スコ䞊スの場所から多目的䝣ィ䞊䝹䝗への下り坂で左ひざが外れた感じになった。

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 社会人䞉男骨折䠄足首䠅

状況 そりコ䞊スで滑走中、コ䞊ス側面の䝛䝑䝖に足が引っ掛かり足首を骨折した。

雪上活動䠄雪遊び、ス䝜䞊シ䝳䞊等䠅䠋屋外運動コ䞊ス䠄登山、OL、サイク䝸䞁グ等䠅

䠷活動䠹

症状 程度 重傷 傷病者 社会人䞉男

状況 岩場で足を滑らせ水面に転倒。水の中の岩場にぶつけた。

沢登り䞉川遊び䠋その他

打撲䠄腹䠅
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（１）疾病の状態 

⑌⑓の⑕≧をみると㸦⾲ 3-1-1㸧、「Ⓨ⇕」㸦704 件㸧が᭱も多く、ḟいで「㢌③」㸦319 件㸧、「⭡③」

㸦229 件㸧となっている。 
⑌⑓がⓎ⑕したせ因㸦」数回⟅㸧をみると㸦⾲ 3-1-2㸧、「⑂労㸦ᮏ人㸧」㸦1270 件㸧が᭱も多く、

ḟいで「不安・心㓄・⥭張㸦ᮏ人㸧」㸦423 件㸧、「Ẽ 㸦⎔境㸧」㸦403 件㸧となっており、ᮏ人に係

るせ因㸦2722 件㸧が 7 割弱、⎔境に係るせ因㸦751 件㸧が 2 割弱を占めている≧ἣであった。 
⑌⑓のⓎ⑕時ᮇをみると㸦⾲ 3-1-3㸧、「急に」㸦1055 件㸧が᭱も多く、ḟいで「今ᮅから」㸦609

件㸧、「前日から」㸦308 件㸧となっている。 
 

表 3-1-1.症状別疾病発生件数・割合      表 3-1-2.要因別疾病発生件数・割合            䠄複数回答䠅 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
表 3-1-3. 発症時期別疾病発生件数・割合 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

㸱．疾病の概況 

症状 件

発熱 704 31.3

咳䞉喉の痛み 89 4.0

くしゃみ䞉鼻水 9 0.4

喘息 45 2.0

過呼吸 31 1.4

頭痛 319 14.2

めまい 59 2.6

吐き気 189 8.4

嘔吐 195 8.7

腹痛 229 10.2

下痢 20 0.9

生理痛 21 0.9

歯痛 8 0.4

脱水 27 1.2

けいれん 5 0.2

倦怠感䠄だるさ䠅 124 5.5

発疹 19 0.8

低体温 5 0.2

その他 149 6.6

計 2247 100.0

䠂

時期 件

数日前から 124 5.5

前日から 308 13.7

今朝から 609 27.1

急に 1055 47.0

その他 118 5.3

不明 33 1.5

計 2247 100.0

䠂

件 䠂

失敗 7 0.3

不注意 33 1.5

不慣れ 205 9.1

不適切な行動 12 0.5

寝不足 373 16.6

疲労 1270 56.5

不安䞉心配䞉緊張 423 18.8

体力不足 216 9.6

人間関係䠄けんか、ふざけ等䠅 11 0.5

既往症 121 5.4

ア䝺䝹ギ䞊 51 2.3

指導不足 33 1.5

注意不足 78 3.5

経験不足 14 0.6

人数不足 4 0.2

連携不足 3 0.1

準備不足 13 0.6

不適切な服装 40 1.8

装備不備 13 0.6

装備不良䠄破損䞉劣化䠅 0 0

施設䞉設備の欠陥䞉不良 5 0.2

荒天䠄強風、雷、吹雪等䠅 34 1.5

気温 403 17.9

日差し 154 6.9

高度䠄標高䠅 27 1.2

雪 7 0.3

落石䞉落木 0 0

不安定さ䞉滑りやすさ 4 0.2

虫䞉動物 2 0.1

植物 3 0.1

病原体䠄ウィ䝹ス等䠅 117 5.2

220 9.8 5.4

153 6.8 3.8

↑

※上記の数値は回答数䠄N=4049䠅を基に割合を算出

不明

回答者数 2247

要因

装

備

環

境
18.5

その他

䠂

本

人
67.2

指

導

䞉

引

率

者

3.6

1.4
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（２）症状別にみた疾病の要因、発症時期、処置・静養後の対応 

⑕≧ごとに⑌⑓のⓎ⑕せ因㸦」数回⟅㸧をみると㸦⾲ 3-2-1㸧、Ⓨ⇕では「⑂労㸦ᮏ人㸧」㸦425
件㸧、「Ẽ 㸦⎔境㸧」㸦128 件㸧、「不安・心㓄・⥭張㸦ᮏ人㸧」㸦98 件㸧が多くなっており、㢌③で

は「⑂労㸦ᮏ人㸧」㸦188 件㸧、「Ẽ 㸦⎔境㸧」㸦74 件㸧、「寝不㊊㸦ᮏ人㸧」㸦65 件㸧、⭡③では「⑂

労㸦ᮏ人㸧」㸦118 件㸧、「不安・心㓄・⥭張㸦ᮏ人㸧」㸦68 件㸧、「不慣れ㸦ᮏ人㸧」㸦25 件㸧によるⓎ

⑕が多くなっている。 
 

表 3-2-1. 要因別・症状別疾病発生件数                        䠄複数回答䠖件䠅 

 
 

 

 

 

発

熱
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䞉

喉

の
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䨍
み

䞉
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嘔

吐

腹
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下
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理

痛

歯

痛

脱

水

け

い

れ

ん

倦

怠

感

䪮
だ

る

さ

䪯

発

疹

低

体

温

そ

の

他

失敗 0 0 0 0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

不注意 9 2 0 0 0 2 1 3 7 1 0 0 0 4 0 3 0 0 1

不慣れ 41 7 0 3 9 44 7 13 19 25 4 1 0 5 0 11 0 2 14

不適切な行動 3 0 0 2 0 2 0 1 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

寝不足 97 19 0 9 6 65 10 39 33 24 6 2 0 3 0 31 0 0 29

疲労 425 62 4 23 14 188 37 102 110 118 13 6 5 16 2 77 2 5 61

不安䞉心配䞉緊張 98 9 0 11 14 60 12 40 41 68 3 6 4 4 0 25 0 0 28

体力不足 62 9 0 2 6 41 9 17 22 16 1 0 0 5 0 15 0 0 11

人間関係 1 0 0 0 2 4 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1

既往症 14 3 0 14 2 18 5 6 4 9 2 5 3 1 2 13 1 0 19

ア䝺䝹ギ䞊 8 3 4 7 2 3 1 1 2 2 0 0 0 0 1 0 10 0 7

指導不足 6 1 0 1 1 4 1 2 6 4 0 0 0 3 0 3 0 0 1

注意不足 20 2 0 1 2 11 3 8 8 2 0 0 0 4 0 5 0 1 11

経験不足 6 0 0 0 0 2 1 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1

人数不足 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

連携不足 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

準備不足 4 0 0 2 0 1 3 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0

不適切な服装 14 2 0 1 0 8 0 1 2 6 1 0 0 0 0 2 0 0 3

装備不備 1 1 0 0 0 4 2 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

装備不良 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

施設䞉設備の欠陥䞉不良 0 0 0 0 0 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

荒天 15 1 1 1 0 5 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 5

気温 128 20 1 8 5 74 17 31 33 17 3 0 1 16 0 23 3 0 23

日差し 35 9 0 2 4 35 10 15 18 2 1 1 1 6 0 6 1 0 8

高度䠄標高䠅 11 0 0 0 1 6 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

雪 4 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

落石䞉落木 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不安定さ䞉滑りやすさ 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

虫䞉動物 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

植物 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

病原体䠄ウィ䝹ス等䠅 89 4 1 0 0 6 0 4 4 5 1 0 0 0 0 1 0 0 2

68 3 0 3 0 16 3 21 26 36 2 4 0 2 0 5 3 0 28

46 5 1 0 2 17 6 16 14 18 0 5 0 2 1 6 3 0 11

704 89 9 45 31 319 59 189 195 229 20 21 8 27 5 124 19 5 149

不明

回答者数䠄N=2247䠅

要因

本

人

指

導

䞉

引

率

者

装

備

環

境

その他
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⑕≧ごとに⑌⑓のⓎ⑕時ᮇをみると㸦⾲ 3-2-2㸧、Ⓨ⇕、㢌③、⭡③では、「急に」㸦Ⓨ⇕ 272
件、㢌③ 155 件、⭡③ 120 件㸧が᭱も多く、ḟいで「今ᮅから」㸦Ⓨ⇕ 216 件、㢌③ 87 件、⭡③

58 件㸧、「前日から」㸦Ⓨ⇕ 138 件、㢌③ 40 件、⭡③ 26 件㸧となっている。 
 
表 3-2-2.発症時期別・症状別疾病発生件数                              (件) 

 
 
 

⑕≧ごとに処⨨・㟼㣴後の対応をみると㸦⾲ 3-2-3㸧、Ⓨ⇕では「ά動⥅⥆」㸦343 件㸧より「帰

宅」㸦361 件㸧のほうが多くなっており、Ⓨ⇕の⑕≧が出た⪅の半数以上が帰宅している≧ἣであ

った。また、嘔吐についてもⓎ⑕した⪅のおおよそ 3 割半が帰宅している≧ἣであった。 
 
表 3-2-3. 処置・静養後の対応別・症状別疾病発生件数                        (件) 
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計

数日前から 47 19 2 3 0 10 1 6 4 9 2 2 0 0 0 8 2 0 9 124

前日から 138 21 2 3 1 40 1 18 8 26 2 6 1 3 0 24 3 0 11 308

今朝から 216 23 2 12 0 87 7 49 55 58 10 6 0 5 0 48 6 0 25 609

急に 272 21 3 22 28 155 47 104 117 120 6 3 7 19 4 35 7 4 81 1055

その他 14 4 0 5 2 22 1 10 9 16 0 3 0 0 1 7 1 1 22 118

不明 17 1 0 0 0 5 2 2 2 0 0 1 0 0 0 2 0 0 1 33

計 704 89 9 45 31 319 59 189 195 229 20 21 8 27 5 124 19 5 149 2247

処置・静養後
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計

活動継続 343 74 7 39 25 267 48 154 125 193 14 18 6 16 3 105 17 4 109 1567

帰宅 361 15 2 6 6 52 11 35 70 36 6 3 2 11 2 19 2 1 40 680

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 704 89 9 45 31 319 59 189 195 229 20 21 8 27 5 124 19 5 149 2247
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（㸱）状況別・症状別にみた疾病の発生件数 

① 年齢期別・性別・症状別にみた疾病の発生件数 
年㱋ᮇごとにⓎ⑕した⑌⑓の⑕≧をみたところ㸦⾲ 3-3-1㸧、小学⏕、中学⏕、㧗ᰯ⏕ともに

「Ⓨ⇕」㸦小学⏕ 263 件、中学⏕ 183 件、㧗ᰯ⏕ 135 件㸧が᭱も多く、ḟいで、小学⏕では「嘔

吐」㸦118 件㸧、中学⏕、㧗ᰯ⏕では「㢌③」㸦中学⏕ 97 件、㧗ᰯ⏕ 68 件㸧が多くなっている。 
⏨女で⑌⑓の⑕≧をẚ㍑すると、⏨性は「Ⓨ⇕」㸦378 件㸧や「嘔吐」㸦123 件㸧、女性は「㢌

③」㸦185 件㸧、「吐きẼ」㸦116 件㸧、「⭡③」㸦148 件㸧、「倦怠感㸦だるさ㸧」㸦71 件㸧の⑕≧が多く

なっている。そこで、年㱋ᮇごとに⏨女の⑌⑓のⓎ⑕件数をẚ㍑したところ、幼児と小学⏕を㝖

き、いずれの年㱋ᮇでも女性のほうが多くなっており、その差は㧗ᰯ⏕で㢧ⴭにみられた。 
 

表 3-3-1. 年齢期別・性別・症状別疾病発生件数                           (件) 
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全体 26 0 0 0 0 1 1 3 18 3 0 0 0 0 0 3 0 0 3 58

男 18 0 0 0 0 1 1 0 12 2 0 0 0 0 0 3 0 0 1 38

女 8 0 0 0 0 0 0 3 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 20

全体 263 28 1 18 3 97 16 72 118 86 6 1 1 9 2 41 5 2 62 831

男 140 18 1 12 2 56 11 40 79 41 4 0 0 8 1 22 3 0 30 468

女 123 10 0 6 1 41 5 32 39 45 2 1 1 1 1 19 2 2 32 363

全体 183 26 2 10 8 97 16 43 33 68 7 6 3 5 2 29 7 1 26 572

男 94 14 0 4 0 39 6 15 21 23 5 0 0 2 1 11 4 1 12 252

女 89 12 2 6 8 58 10 28 12 45 2 6 3 3 1 18 3 0 14 320

全体 135 16 4 5 11 68 16 42 11 47 3 8 3 5 1 28 5 1 26 435

男 71 6 2 2 1 18 5 11 6 6 0 0 3 0 0 8 1 1 8 149

女 64 10 2 3 10 50 11 31 5 41 3 8 0 5 1 20 4 0 18 286

全体 69 13 1 11 3 37 6 18 9 18 4 4 1 3 0 18 0 0 17 232

男 45 5 0 1 1 17 1 3 4 6 0 0 0 0 0 9 0 0 5 97

女 24 8 1 10 2 20 5 15 5 12 4 4 1 3 0 9 0 0 12 135

全体 25 5 1 1 4 18 3 11 6 6 0 2 0 5 0 5 2 1 13 108

男 9 4 1 0 0 3 1 4 1 2 0 0 0 3 0 0 1 1 5 35

女 16 1 0 1 4 15 2 7 5 4 0 2 0 2 0 5 1 0 8 73

全体 3 1 0 0 2 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 11

男 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6

女 2 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

全体 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全体 704 89 9 45 31 319 59 189 195 229 20 21 8 27 5 124 19 5 149 2247

男 378 48 4 19 5 134 25 73 123 81 9 0 3 13 2 53 9 3 63 1045

女 326 41 5 26 26 185 34 116 72 148 11 21 5 14 3 71 10 2 86 1202

社会人

その他

不明

計

幼児

小学生

中学生

高校生

大学生等
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② 月別・症状別にみた疾病の発生件数 
᭶ごとにⓎ⑕した⑌⑓の⑕≧をみたところ㸦⾲ 3-3-2㸧、Ⓨ⏕件数の多かった 7 ᭶、8 ᭶は「Ⓨ

⇕」㸦7 ᭶ 85 件、8 ᭶ 97 件㸧、「㢌③」㸦7 ᭶ 48 件、8 ᭶ 71 件㸧、「⭡③」㸦7 ᭶ 40 件、8 ᭶ 39
件㸧の⑕≧が多くなっている。「Ⓨ⇕」のⓎ⏕件数はいずれの᭶でも多くなっているが、春・夏の

時ᮇは 8 ᭶㸦97 件㸧、⛅・冬の時ᮇは 1 ᭶㸦82 件㸧が᭱も多くなっている。 
 

表 3-3-2.月別・症状別疾病発生件数                                  (件) 
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4月 97 8 3 5 10 42 6 32 14 41 2 5 3 3 1 17 2 2 24 317

5月 65 20 2 9 4 54 9 24 27 35 10 3 1 1 1 20 4 0 13 302

6月 78 13 1 4 5 22 6 21 33 29 1 1 0 2 0 13 3 1 15 248

7月 85 20 0 8 3 48 10 19 37 40 0 1 1 5 0 21 2 0 25 325

8月 97 8 1 7 4 71 19 37 37 39 2 7 0 14 0 28 4 1 39 415

9月 61 3 0 4 1 25 4 21 14 16 1 2 3 1 0 13 0 0 9 178

10月 29 4 0 3 2 13 0 7 8 10 1 0 0 0 2 4 1 0 4 88

11月 23 4 1 1 0 9 1 8 5 3 1 0 0 0 1 1 1 1 6 66

12月 47 6 0 2 1 11 1 6 5 4 0 1 0 1 0 1 1 0 1 88

1月 82 2 1 1 1 10 1 8 6 9 1 1 0 0 0 3 0 0 6 132

2月 40 1 0 1 0 13 2 6 9 3 1 0 0 0 0 3 1 0 7 87

3月 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

704 89 9 45 31 319 59 189 195 229 20 21 8 27 5 124 19 5 149 2247

月

春

䞉

夏

秋

䞉

冬

計
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③ 時間別・症状別にみた疾病の発生件数 
時㛫ごとにⓎ⑕した⑌⑓の⑕≧をみたところ㸦⾲ 3-3-3㸧、「Ⓨ⇕」はいずれの時㛫でもⓎ⏕件数

が多くなっている。そこで、⑌⑓の⏦し出が多かった午前中の時㛫帯をみてみると、㉳床・ᮅ㣗

➼の時㛫帯では「嘔吐」㸦62 件㸧の⑕≧が多く、ά動㸦午前中㸧の時㛫帯では「㢌③」㸦95 件㸧の

⑕≧がⓎ⇕にḟいで多くなっている。 
 
表 3-3-3.時間別・症状別疾病発生件数                                 (件) 

 
 
④ 活動内容別、場所別・症状別にみた疾病の発生件数 

ά動内容ごとにⓎ⑕した⑌⑓の⑕≧をみると㸦⾲ 3-3-4㸧、◊修・学⩦ά動や⮬⏤時㛫では「Ⓨ

⇕」㸦◊修・学⩦ά動 130 件、⮬⏤時㛫 118 件㸧、「㢌③」㸦◊修・学⩦ά動 78 件、⮬⏤時㛫 34
件㸧、「⭡③」㸦◊修・学⩦ά動 57 件、⮬⏤時㛫 27 件㸧、就寝時㛫㸦㉳床時㛫も含む㸧では「Ⓨ

⇕」㸦97 件㸧、「嘔吐」㸦29 件㸧、「㢌③」㸦23 件㸧の⑕≧が多くなっている。 
場所ごとにⓎ⑕した⑌⑓の⑕≧をみると㸦⾲ 3-3-5㸧、宿Ἡ室、◊修室・オリエンテーション

室、体⫱㤋・プレイホール・ㅮ堂のいずれも、「Ⓨ⇕」㸦宿Ἡ室 216 件、◊修室➼ 85 件、体⫱㤋➼

127 件㸧㸧、「㢌③」㸦宿Ἡ室 55 件、◊修室➼ 57 件、体⫱㤋➼ 51 件㸧、「⭡③」㸦宿Ἡ室 56 件、◊修

室➼ 38 件、体⫱㤋➼ 34 件㸧の⑕≧が多くなっている。 
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6時 37 2 0 2 0 8 0 4 8 3 0 1 0 2 0 4 3 0 8 82

7時 55 8 2 6 0 14 7 14 22 16 4 1 0 0 0 12 0 0 8 169

8時 54 2 0 2 1 22 2 28 32 22 2 0 1 0 0 13 5 1 10 197

9時 38 16 1 6 0 33 6 23 13 29 3 5 0 4 0 16 1 0 6 200

10時 35 10 1 2 4 31 6 20 13 20 1 1 0 1 0 15 0 0 16 176

11時 32 8 1 4 3 31 8 13 11 13 1 4 0 2 0 10 2 0 18 161

昼食 12時 46 6 1 0 3 15 4 9 9 15 1 1 0 3 0 7 1 0 12 133

13時 58 6 0 1 2 21 3 10 11 22 2 1 1 2 0 7 2 4 9 162

14時 46 4 1 3 6 29 4 15 5 14 2 4 2 2 0 8 0 0 11 156

15時 40 1 1 1 2 29 1 8 4 14 1 0 0 4 0 12 0 0 6 124

16時 38 3 0 2 3 28 7 8 9 9 0 1 3 2 1 7 0 0 8 129

17時 49 2 0 2 0 17 5 8 7 7 0 1 0 2 1 2 1 0 7 111

18時 41 3 0 3 0 12 1 7 10 12 0 0 0 1 1 6 1 0 5 103

19時 30 3 0 5 1 4 4 10 11 12 1 0 0 1 0 2 2 0 5 91

20時 31 3 0 2 0 9 0 5 7 9 0 0 1 0 0 3 0 0 11 81

21時 33 7 0 2 2 6 1 0 5 2 0 1 0 0 1 0 1 0 5 66

22時 21 3 1 1 2 5 0 4 4 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 43

就寝 23〜5時 19 2 0 1 2 4 0 3 14 9 2 0 0 1 0 0 0 0 4 61

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

704 89 9 45 31 319 59 189 195 229 20 21 8 27 5 124 19 5 149 2247

活動

䠄午前䠅

活動

䠄午後䠅

夕食䞉

入浴等

計

不明

活動

䠄夜䠅

時間

起床䞉

朝食等
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発 熱

咳 䞉 喉 の 痛 み

く し 䨍 み 䞉 鼻 水

喘 息

過 呼 吸

頭 痛

め ま い

吐 き 気

嘔 吐

腹 痛

下 痢

生 理 痛

歯 痛

脱 水

け い れ ん

倦 怠 感 䪮 だ る さ 䪯

発 疹

低 体 温

そ の 他

計

登
山
䞉
䝝
イ
キ
䞁
グ

1
9

4
0

4
5

1
9

2
4

6
9

0
1

0
4

0
3

0
1

1
0

9
1

オ
䝸
エ
䞁
䝔
䞊
䝸
䞁
グ
䞉
ウ
ォ
䞊
ク
䝷
䝸
䞊

2
2

6
0

1
1

3
2

4
1
3

6
1
1

2
1

2
3

0
8

2
0

4
1
1
8

ク
䝻
ス
カ
䞁
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 ⑤ 天候別・症状別にみた疾病の発生件数 

天候ごとにⓎ⑕した⑌⑓の⑕≧をみたところ㸦⾲ 3-3-6㸧、晴、曇、㞵のいずれも「Ⓨ⇕」㸦晴

405 件、曇 184 件、㞵 92 件㸧、「㢌③」㸦晴 213 件、曇 72 件、㞵 31 件㸧の⑕≧が多くなってい

る。 
 
表 3-3-6.天候別症状別疾病発生件数                                  (件) 

 
 
 
 
 

 

 

 

天候

発

熱

咳

䞉

喉

の

痛

み

く

し

䨍
み

䞉

鼻

水

喘
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過
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め

ま

い
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き

気

嘔

吐

腹

痛

下

痢

生

理

痛

歯

痛

脱

水

け

い

れ

ん

倦

怠

感

䪮
だ

る

さ

䪯

発

疹

低

体

温

そ

の

他

計

晴 405 56 5 28 20 213 35 112 109 129 15 13 7 21 3 75 9 2 96 1353

曇 184 22 2 11 6 72 17 48 47 68 4 4 1 4 2 31 9 0 31 563

㞵 92 11 2 6 5 31 6 26 36 30 1 4 0 2 0 16 1 3 21 293

㞷 23 0 0 0 0 3 1 3 3 2 0 0 0 0 0 2 0 0 1 38

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 704 89 9 45 31 319 59 189 195 229 20 21 8 27 5 124 19 5 149 2247
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Ⅳ㸬傷病の特徴と今後の安全対策 

 
㸯㸬負傷の特徴と安全対策 
（㸯㸧負傷の特徴 

〇㈇傷で多かった症状は「打撲」「⹸さされ」「ねんざ」で、「打撲」では㢌や㢦など㢌㒊の㈇傷

が多く、「⹸さされ」では下腿や㊊㤳といった下肢㒊の㈇傷、「ねんざ」では㊊㤳や手㤳の㈇傷

が多くなっている。 
〇㈇傷の多かった活動は「スポーツ活動㸦㔝球、サッカー、テニス等㸧」「㔝外炊事」「登山・ハ

イキング」で、「スポーツ活動㸦㔝球、サッカー、テニス等㸧」では打撲、ねんざ、すり傷によ

る㈇傷が多く、「㔝外炊事」ではやけど、きり傷、⹸さされ、「登山・ハイキング」ではねん

ざ、⹸さされ、すり傷による㈇傷が多くなっている。 
〇㈇傷した時の状況をみると、スポーツ活動㸦㔝球、サッカー、テニス等㸧では「アスレチック

で綱を握れず、右肩から㌿ⴠ。右手㤳をついて打撲」「二人三脚リレーでペアリングメンバー

との㊊が合わず㌿倒。紐をつないでいた左側の㊊㤳をねんざ」、㔝外炊事では「カレー作りで

㘠の油が㢦にはね、やけど」「指導とは異なる方法でナタを使用して切った」、登山・ハイキン

グは「石の上に乗ってしまい、㊊㤳をねんざ」「バッタを㏣いかけていてハチの巣に接ゐして

しまい、ハチに刺される」といった状況で㈇傷している。 
〇㈇傷した時㛫をみると、午前・午後ともに活動の後半の時㛫帯㸦午前の活動㸸11時台、午後
の活動㸸16時台㸧に㈇傷の発生が多くなる傾向がみられる。 
〇㈇傷したせ因をみると、本人の「不注意」「不慣れ」「失敗」、指導・引率者の「注意不㊊」、環

境「⹸・動物」が多く挙げられている。 
（㸰㸧今後の安全対策 

〇㈇傷のせ因の 6割弱を本人のせ因㸦不注意、不慣れ、失敗等㸧が占めていることから、指導者
㸦利用団体の引率者、施タ職員等㸧は、入所時や活動前の安全指導㸦施タではどのような事故

やけがが㉳きやすいのか、それらはどうすれば㜵げるのかをイメージしやすいように、具体例

を交えて分かりやすくㄝ明する㸧を徹底し、利用者の安全意㆑㸦自分の㌟は自分で守る、他の

人の安全にも気を㓄る等㸧の向上に努めるようにする。 
〇指導者は、活動前だけでなく、活動中も事故やけがの予兆をぢ㏨さないよう危㝤の発ぢ、把握

に努め、状況に応じて㐺切な安全指導や安全対策を⾜うようにする。特に、活動の後半は慣れ

や疲れ等で気が緩みやすくなるため、参加者に㐺宜声をかけたり、休憩をとるようにする。 
〇施タは、事前打ち合わせの㝿に、施タで㉳きやすい事故やけがとその安全対策をきちんとㄝ明

し、利用団体の指導者・引率者が㐺切な安全管理や安全指導を⾜えるように支援する。 
 

㸰㸬疾病の特徴と安全対策 
（㸯㸧疾病の特徴 

〇発症した疾病の症状をみると、発熱、㢌痛、腹痛、嘔吐、吐き気が上位を占めており、いずれ

の症状も「疲労」が主なせ因として挙げられている。 
〇疾病の申し出があった時㛫をみると、㉳床・朝㣗や午前の活動の時㛫帯㸦7〜10時台㸧に多く
なる傾向がみられる。 
〇疾病が発症した時期をみると、半数㏆くが急に体ㄪを崩しているが、3割弱は朝から、1割強は
前日からと答えており、疾病を申し出た者の約 4割は事前に体ㄪ不Ⰻを感じている。 
〇疾病が発症した後の対応をみると、疾病を申し出た者の約 3割は帰宅している。 
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（㸰㸧今後の安全対策 

〇施タでの生活は、慣れない環境による不安や緊張で寝不㊊になりやすく、その上、普段の生活

より体を動かしている時㛫が㛗いため、思った以上に疲れがたまりやすい環境にある。そのた

め、体ㄪを崩し、発熱や㢌痛、吐き気といった症状が出てしまうと、病状によっては休㣴して

も活動を続けることが㞴しくなり、帰宅しなければならないことになる。 
〇指導者は、施タでの生活は体ㄪを崩しやすい環境にあることを理ゎし、ィ画段㝵では、利用者

の年㱋や体力に合わせた無理のない活動ィ画を立てるようにするとともに、利用期㛫中は、定

期的に健康チェックを⾜い、疲れている様子がぢられる利用者には㐺宜休憩を取らせ、体ㄪを

崩さないように㓄慮するなど、利用者の疲れ具合や体ㄪに合わせた柔㌾なプログラム㐠営を心

がけるようにする。 
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